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新
春
企
画
　
年
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年
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今
年
は
亥
年
♪
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水俣市役所は、環境管理の国際規格
「ISO14001」を自己宣言しています。
再生紙を使用し、両面印刷で枚数を
抑制、その後リサイクルしています。
「広報みなまた」もリサイクルでき
ます。各家庭や事業所などでも、協
力をお願いします。

今月の表紙
１年の始まり、心新たに

空がだんだんと明るくなるにつれて、
亀嶺峠の頂上には多くの人が。南
東の山影から日が差すと、訪れた
人の顔がほころび、歓声が上がりま
した。さあ、２０１９年の始まりです。

（１月１日撮影）

水俣市役所は環境管理の国際規格である
ISO14001を自己宣言しています

あ
な
た
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ

つながろう 日本

2018年
平成30年

人口の動き －12月末日現在－

12月15日号 No.1397

（－24・－397）
（－  5・－188）
（－ 19・－209）
（ －11・－　59）

24,705人
11,504人
13,201人
11,776世帯

●人　口
　　男
　　女
●世帯数

前月比・前年同月比

お
知
ら
せ
版

岩下 穂香 ちゃん （洗切町）

さ

笑

顔であい つ
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善
行
章（
環
境
美
化
・
奉
仕
活
動
）

江
副
繁
喜（
82
歳
・
久
木
野
）

　

平
成
３
年
頃
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
、旧
久
木
野
村
役
場
跡
地
お
よ

び
久
木
野
小
学
校
の
校
門
付
近
の

通
学
路
の
草
刈
り
・
清
掃
活
動
を
毎

月
１
回
程
度
行
っ
て
い
ま
す
。旧
久

木
野
支
所
周
辺
も
平
成
18
年
の
自

治
会
発
足
ま
で
清
掃
活
動
を
行
っ

て
お
り
、地
域
の
環
境
美
化
に
寄
与

し
て
い
ま
す
。ま
た
、自
治
会
発
足

以
来
23
区
の
代
表
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
委
員
お
よ
び
集
会
所
の
鍵
管
理

者
と
し
て
今
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
他
の
経
歴

・
久
木
野
分
収
林
組
合
長（
２
期
６
年
）

・
鶴
水
道
組
合
役
員（
16
年
）　

他

　
　

善
行
章（
金
品
財
物
等
寄
附
）

渕
上
一
也（
65
歳
・
兵
庫
県
）

　

水
俣
の
元
気
づ
く
り
の
た
め
に

平
成
20
年
か
ら
継
続
し
て
個
人
で

１
３
２
万
円
の
寄
附
を
行
い
、本
市

の
振
興
に
寄
与
し
ま
し
た
。

※
表
彰
式
当
日
は
、都
合
に
よ
り
欠

席
。

　

受
章
者
代
表
あ
い
さ
つ
で
は
、溝

下
隆
昌
さ
ん（
市
政
功
労
章
・
教
育

文
化
）が「
多
く
の
人
の
指
導
・
協
力

が
あ
っ
た
。ま
た
、長
年
活
動
へ
の
理

解
を
示
し
て
く
れ
た
家
族
に
心
か

ら
感
謝
し
た
い
。常
に
楽
し
い
事
ば

か
り
の
活
動
だ
っ
た
。自
分
の
取
り

組
み
を
通
し
て
、市
民
の
健
康
体
力

作
り
、生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
寄
与
で
き

た
。」と
話
し
ま
し
た
。

　　

以
下
に
、今
回
の
受
章
者（
敬
称

略
）と
、受
章
理
由
な
ど
を
抜
粋
し

て
紹
介
し
ま
す
。

　
　

市
政
功
労
章（
教
育
文
化
）

　

溝
下
隆
昌（
79
歳
・
洗
切
町
）

　

水
俣
市
体
育
協
会
会
長
と
し
て

中
心
的
役
割
を
担
い
、各
種
目
協
会

を
ま
と
め
、水
俣
市
の
競
技
力
向
上

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。水
俣
市

体
育
協
会
の
組
織
に
つ
い
て
も
、自

立
し
た
体
制
を
つ
く
り
、事
務
局
に

一
般
人
を
採
用
し
、理
事
へ
の
女
性

登
用
、理
事
の
定
年
制
の
導
入
、人

吉
体
育
協
会
と
の
合
同
研
修
会
実

施
な
ど
、組
織
の
活
性
化
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。ま
た
、広
報
紙「
ス

ポ
ー
ツ
み
な
ま
た
」の
復
活
や
水
俣

市
体
育
協
会
50
周
年
記
念
誌
に
取

り
組
み
、ス
ポ
ー
ツ
の
啓
発
に
尽
力

し
た
他
、水
俣
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
を
44
年
間
務
め
、自
ら
実
践
活
動

に
努
め
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に

寄
与
し
、水
俣
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
に
お
い
て
、リ
ー
ダ
ー
役

と
し
て
若
手
の
育
成
に
も
大
き
な

力
を
発
揮
し
ま
し
た
。こ
の
他
、陸

上
競
技
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
な
ど
、多
く
の
競
技
の
普

及
・
指
導
に
携
わ
り
、水
俣
市
の
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
度
水
俣
市
表
彰
式

８
人
と
２
団
体
を
表
彰

　

市
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
人
や

団
体
な
ど
を
市
が
表
彰
す
る「
平
成

30
年
度
水
俣
市
表
彰
式
」を
11
月
27

日
、市
役
所
仮
庁
舎
で
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、市
政
功
労
章
に
１
人
、

善
行
章
に
１
団
体
・
６
人
、功
績
章

に
１
団
体
・
１
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、髙
岡
市
長
が
表
彰

状
と
記
念
品
を
手
渡
し
、受
章
者
一

人
一
人
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

溝下隆昌さん 謝辞

水
俣
市
表
彰
式

　
　

善
行
章（
環
境
美
化
）

森
山
光
信（
77
歳
・
越
小
場
）

宮
本
修
治（
61
歳
・
越
小
場
）

白
坂
豊
治（
58
歳
・
越
小
場
）

　

地
域
住
民
の
生
活
道
路
で
あ
り
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
経
路
に
も
な

っ
て
い
る
越
小
場
と
久
木
野
を
結

ぶ
県
道
越
小
場
湯
浦
線
は
、草
木
が

生
い
茂
る
箇
所
が
多
く
、道
幅
の
狭

い
と
こ
ろ
で
は
、車
両
に
接
触
す
る

ほ
ど
草
木
が
生
い
茂
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
危
険
な
状
況
に
気
づ

き
、約
３
㎞
に
お
よ
ぶ
区
間
の
草
刈

り
や
枝
木
の
せ
ん
定
を
３
人
で
年

２
回
程
度
10
年
以
上
に
わ
た
り
続

け
て
き
ま
し
た
。こ
の
活
動
は
、地

域
住
民
や
学
校
に
通
う
子
ど
も
た

ち
の
安
心
安
全
の
確
保
や
景
観
保

全
な
ど
に
寄

与
し
て
い
ま

す
。

※
表
彰
式
当

日
は
、森
山
光

信
さ
ん
、宮
本

修
治
さ
ん
は
都

合
に
よ
り
欠
席
。

　
　

善
行
章（
環
境
美
化
・
奉
仕
活
動
）

桑
畑
好
継（
84
歳
・
古
城
）

　

地
域
内
に
あ
る
阿
蘇
神
社
は
、敬

老
の
つ
ど
い
や
盆
踊
り
な
ど
、年
間

を
通
し
て
地
域
行
事
の
中
心
と
な

る
場
所
で
あ
る
が
、桑
畑
さ
ん
は
平

成
18
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、清

掃
活
動
な
ど
神
社
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
お
り
、地
域
活
動
の
振
興
に

寄
与
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、平
成

５
年
か
ら
平
成
18
年
ま
で
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
委
員
、平
成
18
年
か
ら
は

代
表
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
委
員
を
務

め
、さ
ら
に
は
１
区
寄
ろ
会
世
話
人

と
し
て
地
域
内
の
水
路
清
掃
を
行

う
な
ど
地
域
の
環
境
対
策
に
貢
献

し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
、10
年
以
上
に
わ
た

り
、小
学
生
の
集
団
登
校
時
に
子
ど

も
見
守
り
パ

ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
て
お
り
、

地
域
の
子
ど

も
た
ち
の
安

全
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度

　
　

善
行
章（
奉
仕
活
動
）

　
　

大
迫
餅
つ
き
踊
り
保
存
会（
大
迫
）

　

大
迫
餅
つ
き
踊
り
は
、平
成
10

年
２
月
、も
や
い
館
の
完
成
を
祝
う

た
め
、約
30
年
ぶ
り
に
大
迫
地
区
の

若
手
住
民
の
手
で
復
活
。復
活
後
は
、

水
俣
市
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
踊
り
を

披
露
し
て
い
ま
す
。平
成
26
年
４
月

か
ら
は
、水
東
小
学
校
の
総
合
的
な

学
習
の
時
間
な
ど
で
、餅
つ
き
踊
り

の
指
導
を
始
め
、児
童
に
地
域
文
化

に
触
れ
る
機
会
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
　

功
績
章（
ス
ポ
ー
ツ
）

　

水
俣
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
部　

　

昨
年
８
月
に
行
わ
れ
た
平
成
30

年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
カ
ヌ
ー
競
技
大
会（
岐
阜
県
）で
、

女
子
ス
プ
リ
ン
ト
・
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン

グ
ル
２
０
０
ｍ
で
竹
下
嘉
乃
さ
ん

が
３
位
入
賞
、同
ペ
ア
２
０
０
ｍ
で

竹
下
嘉
乃
・
朱
昭
衣
ペ
ア
が
８
位
入

賞
、同
フ
ォ
ア
５
０
０
ｍ
で
、チ
ー
ム

が
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
６
月
の
第
73
回
国
民

体
育
大
会（
福
井
県
）で
は
、少
年
女

子
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
・
カ
ヤ
ッ
ク

ペ
ア
５
０
０
ｍ

と
２
０
０
ｍ
で

竹
下
嘉
乃
・
朱

昭
衣
ペ
ア
が
５

位
入
賞
を
果
た

し
ま
し
た
。

左から水俣高校カヌー部（後
ろ中央 4 人）、白坂豊治さん、
江副繁喜さん、溝下隆昌さん、
桑畑好継さん、大迫餅つき踊
り保存会、森口航士朗さん

水俣市表彰式

　
　

功
績
章（
ス
ポ
ー
ツ
）

森
口
航
士
朗（
水
一
中
３
年
）

　

昨
年
８
月
に
行
わ
れ
た
第
48
回

全
国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
・

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
、準
々
決
勝
進
出

（
ベ
ス
ト
８
）を
果
た
し
ま
し
た
。

髙岡市長　謝辞
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◆
敷
地
・
建
物
概
要

○
敷
地
面
積

　

６
５
０
８
・
82
㎡

○
階
数

　

地
上
４
階
＋
塔
屋
１
階

○
構
造

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
＋
一
部
鉄
骨
造

　

免
震
構
造（
柱
頭
免
震
）

○
建
築
面
積

　

約
２
７
２
０
㎡

　

▼
新
庁
舎
棟　

２
６
０
０
㎡

　

▼
屋
外
倉
庫
棟　

50
㎡

　

▼
庇ひ
さ
し
　

70
㎡

○
延
床
面
積

　

約
８
４
１
４
㎡

　

▼
新
庁
舎
棟
８
３
２
４
㎡

　
（
内
ピ
ロ
テ
ィ
駐
車
場
１
４
９
５
㎡
）

　

▼
屋
外
倉
庫
棟
90
㎡

　

※
庁
舎
用
途
部
分
面
積　

約
６
７
０
０
㎡

○
駐
車
台
数

　

１
０
８
台

○
建
設
工
事
費（
概
算
）

　

約
38
・
８
億
円

　

※
今
後
の
実
施
設
計
で
精
査
し
て
い
き
ま
す

◆
基
本
理
念（
水
俣
市
新

庁
舎
建
設
基
本
構
想
よ
り
）

『
市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

し
、
誰
も
が
使
い
や
す
い
、
環

境
に
配
慮
し
た
庁
舎
』

◆
基
本
方
針

■
基
本
方
針
１

災
害
に
対
す
る
安
全
性
の
確
保

（
防
災
拠
点
機
能
の
強
化
）

○
大
規
模
な
地
震
で
も
庁
舎

　

機
能
が
維
持
で
き
る
よ
う

　

免
震
構
造（
柱
頭
免
震
）
を

　

採
用
し
、
高
い
耐
震
性
能
を

　

確
保
し
ま
す
。

○
敷
地
の
一
部
お
よ
び
１
階
床

　

高
さ
を
現
状
地
盤
か
ら
１

　

ｍ
か
さ
上
げ
し
、
浸
水
の
危

　

険
性
を
回
避
し
ま
す
。

○
電
気
室
や
発
電
機
な
ど
の

　

重
要
設
備
機
器
は
２
階
以

　

上
の
免
震
階
に
設
置
し
、
災

　

害
時
の
庁
舎
機
能
を
確
保

　

し
ま
す
。
災
害
発
生
か
ら

　

72
時
間
の
業
務
継
続
が
可

　

能
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
計
画

　

し
ま
す
。

■
基
本
方
針
２

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

（
窓
口
機
能
の
充
実
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
機
能
の
充
実
）

○
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
は

　

総
合
案
内
を
設
け
、
吹
抜

　

け
と
オ
ー
プ
ン
な
階
段
、
エ

　

レ
ベ
ー
タ
ー
で
各
階
を
つ
な

　

ぐ
分
か
り
や
す
い
計
画
と
し

　

ま
す
。

○
２
階
に
主
要
窓
口
を
ま
と

　

め
、
市
民
生
活
に
関
す
る
主

　

要
な
手
続
き
な
ど
が
ワ
ン
フ

　

ロ
ア
で
完
結
で
き
ま
す
。

○
個
人
情
報
な
ど
の
漏
洩
防

　

止
に
配
慮
し
、
市
民
と
職

　

員
の
動
線
を
明
確
に
す
る
こ

　

と
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
能

　

を
確
保
し
ま
す
。

■
基
本
方
針
３

誰
も
が
使
い
や
す
く
、
市
民
に

親
し
ま
れ
る
庁
舎

（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
導

入
、
市
民
が
集
え
る
憩
い
の
場
、

情
報
発
信
機
能
、
議
会
機
能
）

○
誰
で
も
わ
か
り
や
す
く
、
円

　

滑
に
移
動
で
き
る
よ
う
に
ユ

　

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配

　

慮
し
ま
す
。　

○
１
階
に
多
目
的
室
や
ギ
ャ
ラ

　

リ
ー
を
配
し
、
外
部
か
ら
も

　

直
接
利
用
で
き
る
計
画
と

　

し
ま
す
。

　

市
民
活
動
エ
リ
ア
を
１
階
に

　

集
め
る
こ
と
で
、
休
日
や
夜

　

間
で
も
開
放
で
き
る
計
画
と

　

し
ま
す
。

○
来
庁
者
は
、
雨
に
濡
れ
な
い

　

ピ
ロ
テ
ィ
駐
車
場
を
利
用
で

　

き
、
入
口
近
く
に
は「
思
い

　

や
り
駐
車
場
」
を
設
け
る
な

　

ど
、
利
用
し
や
す
い
駐
車
場

　

と
し
ま
す
。

○
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
は

　

市
民
活
動
・
観
光
・
行
政
・

　

企
業
情
報
な
ど
の
発
信
を

　

積
極
的
に
行
い
、
水
俣
市
全

　

体
の
見
え
る
化
を
推
進
し
ま

　

す
。

■
基
本
方
針
４

維
持
管
理
し
や
す
い
庁
舎

（
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の

低
減
、
社
会
環
境
の
変
化
に

迅
速
か
つ
柔
軟
に
対
応
）

○
高
強
度
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
Ｐ

　

Ｃ
緊
張
梁
の
採
用
に
よ
り
、

　

ひ
び
割
れ
し
に
く
く
、
耐
久

　

性
の
高
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

　

ト
造
と
す
る
こ
と
で
、
建
物

　

の
長
寿
命
化
を
図
り
ま
す
。

○
建
物
の
周
辺
に
バ
ル
コ
ニ
ー

　

を
設
け
、
汚
れ
に
く
く
、
メ

　

ン
テ
ナ
ン
ス
も
し
や
す
い
計

　

画
と
し
、
維
持
管
理
費
を

　

軽
減
し
ま
す
。

○
執
務
空
間
は
、
Ｏ
Ａ
フ
ロ
ア

　

や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
レ
イ
ア
ウ

　

ト
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
執

　

務
室
空
間
内
の
レ
イ
ア
ウ
ト

　

変
更
を
容
易
に
し
、
机
な
ど

　

の
移
動
に
伴
う
コ
ス
ト
を
抑

　

え
る
計
画
と
し
ま
す
。

■
基
本
方
針
５

環
境
へ
の
配
慮

（
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
活

用
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
資
源

の
推
進
）

○
水
俣
の
気
候
に
合
っ
た
自
然

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
庁

　

舎
と
し
ま
す
。

○
中
間
期
の
日
昼
は
、
卓
越

　

風
を
取
り
込
む
自
然
換
気

　

で
、
空
調
期
間
を
短
縮
し
ま

　

す
。

○
雨
水
を
貯
留
し
、
日
常
は
ト

　

イ
レ
洗
浄
水
な
ど
に
利
用
し

　

ま
す
。
災
害
時
に
上
水
道

　

が
途
絶
し
た
場
合
で
も
雑

　

用
水
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

○
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
に
よ

　

り
低
炭
素
化
を
推
進
し
、
停

　

電
時
に
も
利
用
で
き
る
計

　

画
と
し
ま
す
。

○
地
下
水
利
用（
空
調
熱
源
・

　

雑
用
水
）
や
水
力
発
電
な
ど

　

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　

電
力
利
用
を
検
討
し
て
い
き

　

ま
す
。

　

新
庁
舎
建
設
に
必
要
な
機

能
や
配
置
計
画
、
外
観
イ
メ
ー

ジ
な
ど
を
ま
と
め
た「
基
本
設

計
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
基
本

設
計
の
概
要
版
は
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
で
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
聞
き
な
が
ら
詳
細
な
設
計

（
実
施
設
計
）
を
行
い
、
２
０ 

２
１
年
10
月
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

　

ま
た
、
基
本
設
計
に
つ
い
て

の
市
民
報
告
会
を
行
う
予
定

で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

広
報
み
な
ま
た
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

新庁舎建設　─「市民の安全・安心を確保し、誰もが使いやすい、環境に配慮した庁舎」の実現に向けて─

新庁舎の基本設計の概要をお知らせします
■問い合わせ　新庁舎建設課☎ 61-1652

新庁舎の基本設計の概要をお知らせします
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2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度

４ ７ 10 １ ４ ７ 10 １ ４ ７ 10 １ ４ ７ 10 １ ４ ７ 10 １

歩行者
車両
バス

動線

◆
配
置
計
画

■
敷
地
内
歩
車
道
分
離
を
徹

底
し
た
安
全
な
動
線
計
画

○
車
両
動
線
は
、
現
在
と
同

　

じ
川
沿
い
県
道
側
を
主
な

　

出
入
り
口
と
し
、
車
寄
せ
ス

　

ペ
ー
ス
は
大
型
バ
ス
の
転
回

　

が
で
き
る
よ
う
十
分
な
幅

　

を
確
保
し
ま
す
。

○
国
道
３
号
交
差
点
内
か
ら

　

の
入
り
口（
蘇
峰
記
念
館
脇

　

の
側
道
）
は
、
安
全
面
を
考

　

慮
し
て
、
緊
急
時
以
外
は

　

侵
入
不
可
と
し
ま
す
。

○
歩
行
者
動
線
は
、
現
在
と

　

同
じ
位
置
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ

　

可
能
な
計
画
と
し
ま
す
。
蘇

　

峰
公
園
・
蘇
峰
記
念
館
に

　

面
し
た
陣
内
雨
水
幹
線
沿

　

い
を
歩
行
者
専
用
空
間（
広

　

場
）
と
し
て
整
備
し
、
敷
地

　

内
の
歩
車
道
分
離
を
徹
底
。

　

通
学
路
と
し
て
も
利
用
で
き

　

る
安
全
な
空
間
と
し
ま
す
。

■
浸
水
を
想
定
し
た
敷
地
内
レ

ベ
ル
設
定

○
浸
水
対
策
と
し
て
、
車
寄
せ

　

や
陣
内
雨
水
幹
線
沿
い
の
広

　

場
、
建
物
１
階
ピ
ロ
テ
ィ
部

　

分
は
、
川
沿
い
の
県
道
と
同

　

程
度
の
地
盤
高
さ（
現
状
よ

　

り
約
１
ｍ
か
さ
上
げ
）
と
し

　

ま
す
。

○
敷
地
東
側
・
南
側
は
、
既

　

存
の
建
物
の
解
体
後
も
現
状

　

の
地
盤
の
高
さ
の
ま
ま
整
備

　

し
ま
す
。

　

東
側
隣
地（
牧
ノ
内
方
面
）

　

や
国
道
３
号
下
部
ト
ン
ネ
ル

　
（
陣
内
方
面
）へ
の
ア
ク
セ
ス

　

が
現
状
の
ま
ま
と
な
る
よ
う

　

計
画
し
ま
す
。

◆配置計画・平面計画

近隣への配慮、再生可能
エネルギーの導入

誰もが利用しやすく、開か
れた議会エリア

機能転換が容易な防災拠
点機能の集約

分かりやすさと利便性に
配慮した主要窓口フロア

灰色で示した部分は、
現状の地盤の高さの
まま整備します。

■
工
事
の
開
始
に
伴
う

　

旧
庁
舎
敷
地
内
の
交
通
規
制

　

新
庁
舎
建
設
に
関
す
る
一
連

の
工
事（
※
）
が
２
月
か
ら
始

ま
る
こ
と
に
伴
い
、
旧
庁
舎
敷

地
内
で
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
工
事
業

者
と
の
契
約
締
結
後
に
決
定

し
ま
す
。
決
定
次
第
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　

周
辺
に
お
住
ま
い
の
人
や
、

敷
地
内
を
通
行
す
る
人
、
敷

地
内
施
設
を
利
用
す
る
皆
さ

ん
に
は
、
作
業
音
や
通
行
制

限
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
※
）

○
新
館
・
秋
葉
会
館
単
独
化

設
備　

工
事

　

▼
期
間　

２
月
～
４
月

○
本
館
・
別
館
解
体
工
事

　

▼
４
月
～
12
月

　

事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
は
、

適
時
、
広
報
み
な
ま
た
や
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て

い
き
ま
す
。

◆
工
程
計
画

基本設計

建築工事

新庁舎共用開始引っ越し★

実施設計

発注準備

新館・秋葉会館
単独化設備工事

本館・別館
解体等工事

新館・秋葉会館
解体工事

外構工事

第一小学校グラウンド

陣内方面

国道３号

蘇峰記念館

蘇峰公園

県
道
水
俣
田
浦
線

車寄せ

陣
内
雨
水
幹
線

牧ノ
内方
面

ピロティ駐車場

主出入り口

２階

３階

４階

屋上

新庁舎の基本設計の概要をお知らせします

１階
いつでも誰でも使いやす
い市民交流ゾーン

平面計画の凡例
共用エリア
職員エリア
執行部エリア
議場
議会エリア

◆平面計画

太陽光発電パネル

太陽光発電パネル

議場

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

Ｅ
Ｖ

※
Ｅ
Ｖ
＝
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

広
場

Ｅ
Ｖ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

多
目
的
室

執
務
室

執
務
室

多
目
的
室

執
務
室

執
務
室

会
議
室

設備エリア
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「
人
と
し
て
の
尊
厳
を
傷
つ
け
る
行
為
」
で
あ
り
、
大
き
な

社
会
問
題
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
り
、
高
齢
者
に
限
り

ま
せ
ん
。
特
定
の
人
や
家
庭
・
場
所
だ
け
で
な
く
、
ど
こ
で
も

起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。
虐
待
を
し
て
い
る
人
に
、
そ
の
認
識

が
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▼
身
体
的
虐
待

　
　

暴
力
行
為
な
ど
で
傷
や
あ
ざ
、
痛
み

　
　

を
与
え
る
行
為
や
、
理
由
な
く
身
動

　
　

き
が
と
れ
な
い
状
態
に
す
る
こ
と
。

例　

た
た
く
、
つ
ね
る
、
蹴
る
、
縛
り
付

　
　

け
る 

な
ど

▼
心
理
的
虐
待

　
　

高
圧
的
な
言
葉
や
態
度
、
無
視
な
ど

　
　

で
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

例　

怒
鳴
る
、
悪
口
を
言
う
、
わ
ざ
と
無

　
　

視
す
る 

な
ど

▼
性
的
虐
待

　
　

無
理
や
り
わ
い
せ
つ
な
こ
と
を
し
た

　
　

り
、さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

例　

裸
に
し
て
放
置
す
る
、
キ
ス
や
性
器

　
　

へ
の
接
触
、性
交
の
強
要 

な
ど

「
虐
待
」と
は
？

▼
経
済
的
虐
待

　
　

本
人
の
同
意
な
し
に
財
産
や
金
銭
な

　
　

ど
を
使
う
こ
と
。
ま
た
、
理
由
な
く

　
　

金
銭
を
与
え
な
い
こ
と
。

例　

日
常
的
に
必
要
な
金
銭
を
渡
さ
な
い
、

　
　

使
わ
せ
な
い
、
勝
手
に
財
産
や
預
貯

　
　

金
を
使
う
、
年
金
や
預
貯
金
を
本
人

　
　

の
意
思
な
ど
に
反
し
て
使
用
す
る 

　
　

な
ど

▼
放
棄
・
放
任（
ネ
グ
レ
ク
ト
）

　
　

食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
泄
な
ど
の

　
　

世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、
心

　
　

身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ
と
。

例　

十
分
な
食
事
を
与
え
な
い
、
不
衛
生

　
　

な
住
環
境
で
生
活
さ
せ
る
、
必
要
な

　
　

医
療
、
福
祉
、
介
護
な
ど
の
サ
ー
ビ

　
　

ス
を
受
け
さ
せ
な
い 

な
ど

　

水
俣
市
の
高
齢
者
虐
待
の
相
談
件
数
と

虐
待
認
定
件
数
と
も
に
、
平
成
27
年
ま
で

は
、
増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
か
ら
高
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、全
国
的
に
見
て
も
、年
間
１
万
６

千
件
以
上
の
虐
待
が
通
報
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
通
報
さ
れ
ず
見
過

ご
さ
れ
て
い
る
虐
待
が
そ
の
何
倍
に
も
及

ぶ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

0

5

10

15

20

H25 H26 H27 H28 H29

（件） ■ 相談件数
■ 虐待認定件数

（図１）高齢者虐待の相談件数・通報、虐待認定件数

５

２

７

４

16

11

15

12

15

９

※平成25年〜29年の相談件数をもとに集計

夫５％

（図２）虐待をする人の続柄

息子 62％娘 19％

その他
14％

　

虐
待
を
す
る
人
の
う
ち
、
最
も
多
い
の

が
「
息
子
」
、
次
が
「
娘
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
一
概
に
「
息
子
や
娘
が
悪

い
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
一
般
的
に

男
性
は
一
人
で
頑
張
っ
て
し
ま
う
傾
向
が

あ
る
こ
と
や
、
介
護
な
ど
の
世
話
に
不
慣

れ
で
あ
る
こ
と
、
社
会
的
な
サ
ー
ビ
ス
を

上
手
く
使
え
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
理
由

と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
虐
待
を

受
け
た
人
の
性
別
は
、
女
性
が
３
分
の
２

を
占
め
て
い
ま
す
。

男性 26％

女性 74％

（図３）虐待を受けた人の性別

特集 高齢者虐待

水
俣
市
の
現
状

もしかしたら…
それは「高齢者虐待」かもしれません

　

昨
年
、
熊
本
市
の
介
護
施
設
で
、
入

所
者
が
施
設
の
職
員
に
暴
行
さ
れ
て

死
亡
す
る
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
の
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、

１
カ
月
間
に
入
居
者
６
人
が
死
亡
し
、

鹿
屋
市
が
高
齢
者
虐
待
防
止
法
に
よ

る
立
ち
入
り
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
水
俣
市
で
は
、
近
年
、
施
設
に
お

け
る
高
齢
者
虐
待
事
案
の
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、「
高
齢
者
虐
待
」
は
施

設
だ
け
で
発
生
す
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
親
や
身
近
な
高
齢
者
な
ど

へ
の
虐
待
は
、
家
庭
の
中
で
も
起
こ

り
得
る
深
刻
な
問
題
で
す
。

　

超
高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、「
高
齢

者
虐
待
」
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、

ま
た
、
も
し
発
見
し
た
と
き
に
、
ど
の

よ
う
な
対
応
が
必
要
か
み
ん
な
で
知

っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康
課

☎︎
63
・
３
０
５
１
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事業所名 所在地 電話番号

グループホームキトさん家 丸島町 68-9881

グループホームゆうゆう 塩浜町 63-7120

小規模多機能ホームほのぼの・水俣 汐見町 63-9177

小規模多機能ホームほのぼの・水俣 サテライト 浜松町 62-6001

グループホームふれあいの家 月浦 62-3878

特別養護老人ホーム　生喜の里 月浦 84-9686

特別養護老人ホーム和光苑 袋 61-1177

デイサービス あかり 袋 63-3666

グループホームこうらく 浜町 84-9039

ニチイケアセンター水俣認知症対応型
共同生活介護（ニチイのほほえみ） 長野町 68-9162

デイサービスセンター長寿村 陣内 62-1125

尚光苑 深川 67-1085

特別養護老人ホーム ビハーラまどか 石坂川 67-1192

通所介護事業所 ビハーラまどか 石坂川 67-1288

くぎのの里 久木野 67-8660

せいりゅうの里（くぎのの里サテライト） 中鶴 83-8283

やまだ定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所 旭町 63-5188

デイサービス水灯 旭町 84-9801

デイサービスひだまり 大園町 84-9966

▼サポートセンター（水俣市指定地域密着型サービス事業所）一覧

虐待する人＝悪者というわけではない
　「適切な介護の仕方や認知症への対応がわからないために、つい手をあげて
しまう」、「介護負担に加え、失業中で経済的に困っている」など、高齢者虐待
の背景には、さまざまな要因があります。そのため、介護保険サービスなどの
利用を通じて、虐待を受けている人だけでなく、虐待をしている人を支援する
ことも大切です。

◆
水
俣
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

皆
さ
ん
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
必
要
と
な
る
援
助

や
支
援
を
行
う
た
め
に
設
け
ら
れ
た
高
齢

者
の
た
め
の
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

■
場
所　

も
や
い
館
１
階

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
☎︎
62
・
３
０
３
０

Ｑ 

相
談
は
ど
こ
に
す
れ
ば
い
い
の
？

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
他
、水
俣
市
内
の

19
施
設
に
設
け
て
い
る
「
地
域
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

（
オ
レ
ン
ジ
色
の
の
ぼ
り
旗
が
目
印
）
で
も
相
談
が
で
き
ま
す
。

相
談
し
た
人
の
名
前
が
、
周
囲
に
も
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

特集 高齢者虐待

な
ぜ
虐
待
は
起
き
て
し
ま
う
の
？

　

高
齢
者
虐
待
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
り
合
っ
て
発
生

す
る
も
の
で
す
。
表
面
上
の
行
為
に
の
み
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
の

背
景
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
を
探
り
、
状
況
を
正
確
に
把
握

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

▼
内
的
要
因

〇
虐
待
さ
れ
る
側（
高
齢
者
な
ど
）

・
年
齢
が
高
い

・
介
護
が
必
要
で
あ
る

・
介
護
が
長
期
に
わ
た
る

・
認
知
症
を
も
っ
て
い
る 

な
ど

〇
虐
待
す
る
側（
養
護
者
な
ど
）

・
介
護
負
担
が
重
い

・
介
護
の
知
識
・
技
術
が
不
足

　

し
て
い
る

・
個
人
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

　

な
ど

▼
外
的
要
因

・
過
去
の
人
間
関
係
が
良
く
な
か
っ
た

・
家
族
や
地
域
社
会
の
援
助
が
な
い

・
経
済
的
な
問
題 

な
ど

●
高
齢
者
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

　

高
齢
者
虐
待
の
背
景
に
は
、
認
知
症
や

自
立
度
の
低
下
、
そ
の
家
族
な
ど
の
介
護

疲
れ
や
生
活
上
の
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
要
因
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
者
虐
待
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
が
、
高
齢
者

虐
待
を
防
止
す
る
第
一
歩
で
す
。

●
高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
「
孤
立
さ
せ

　

な
い
」

　

高
齢
者
虐
待
は
、
誰
の
身
に
も
起
こ
り

う
る
問
題
で
す
。
身
近
な
高
齢
者
や
介
護

を
し
て
い
る
家
族
に
気
を
配
り
、
あ
い
さ

つ
を
し
た
り
、
声
を
か
け
た
り
す
る
見
守

り
が
虐
待
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
虐

待
を
身
近
な
問
題
と
と
ら
え
て
、
高
齢
者

と
そ
の
家
族
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

高
齢
者
虐
待
を
防
ぐ
た
め
に

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
（
平
成
18
年
施
行
）
で
は
、
虐
待
そ
の
も

の
の
予
防
だ
け
で
な
く
、
早
期
発
見
・
早
期
介
入
に
よ
り
、
介
護

を
す
る
人
へ
支
援
を
す
る
こ
と
も
重
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

分
に
は
無
関
係
と
思
わ
ず
、
虐
待
に
つ
な
が
る
行
動
が
な
い
か

振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

➡さまざまな要因が重なり…

　判断能力が不十分なために、財産侵害を受けたり、人間としての尊
厳が損なわれたりすることがないように、法律面や生活面で支援する
身近な制度です。　
●支援の内容
　財産管理　本人の年金や資産、負債の有無、収入、支出を把握し、    
　                   本人のために必要な支出を計画的に行いながら資産を維
　　　　　　  持します。
　身上監護　介護契約や施設入居契約など、本人の身上の世話や療養  
　　　　　　看護に関する行為です。

成年後見制度

虐待が
  発生

●
虐
待
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
る

　

主
な
要
因

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら

　

高
齢
者
本
人
や
そ
の
家
族
に
限
ら
ず
、

地
域
の
人
た
ち
も
「
も
し
か
し
た
ら
虐
待

か
も
」
と
思
っ
た
ら
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
迷
わ
ず
相
談
・
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

▲水俣市社会福祉協議会内にあります

▼支援の一つとして、成年後見制度があります

◆
オ
レ
ン
ジ
色
の
の
ぼ
り
旗
が
目
印
で
す
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まちのわだい

まちのわだい

水俣で環境・産業を学ぶ
国連工業開発機関が水俣を視察

　

環
境
省
と
市
が
、
国
連
工
業
開

発
機
関（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｄ
Ｏ
）
の
水
俣
視

察
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、日
本
か
ら

途
上
国
へ
の
投
資
や
技
術
移
転
の

促
進
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
途
上
国
の
大
使
館
職
員
な
ど

21
人
が
水
俣
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

３
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
水
俣
病
資

料
館
や
Ｊ
Ｎ
Ｃ
㈱
の
工
場
内
な
ど

を
見
学
。
最
終
日
に
は
、市
内
の
企

業
や
お
茶
農
家
を
交
え
て
の
意
見

交
換
会
が
開
か
れ
、
活
発
な
討
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲意見交換をする市内の事業者と大使館職員ら

水俣市スポーツキッズサポーター事業
仁志敏久さんトークショー

　

市
教
育
委
員
会
が
県
環
境
セ
ン

タ
ー
で
、元
プ
ロ
野
球
選
手
で
、現

在
は
12
歳
以
下
の
野
球
日
本
代
表

監
督
で
あ
る
仁
志
敏
久
さ
ん
の
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
き
ま
し
た
。

　

約
１
０
０
人
が
訪
れ
た
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
で
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
や
指
導
者
へ
、効
率

の
良
い
練
習
方
法
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
に
向
き
合
う
姿
勢
に
つ
い
て
、ア

ド
バ
イ
ス
を
送
り
ま
し
た
。ト
ー
ク

シ
ョ
ー
の
前
に
は
、野
球
ク
リ
ニ
ッ

ク
も
開
催
。子
ど
も
た
ち
は
、仁
志

さ
ん
か
ら
直
接
指
導
を
受
け
、真
剣

に
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

▲野球の指導と講演をした仁志敏久さん

11/17

野菜と光の科学を体験
高専ハカセ塾

　

熊
本
高
等
専
門
学
校
と
有
明
高
等

専
門
学
校
、久
留
米
高
等
専
門
学
校

が
合
同
し
て
、「
高
専
ハ
カ
セ
塾
」を
開

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、小
学
５
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
を
対
象
に
、年
間
14
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、次
世
代
の
科

学
技
術
者
を
育
成
し
よ
う
と
す
る
も

の
。今
回
は
、水
俣
に
本
社
を
置
く
㈱

ア
グ
リ
ラ
イ
ト
研
究
所
を
県
内
の
小

中
学
生
14
人
が
訪
問
し
ま
し
た
。子

ど
も
た
ち
は
、同
社
が
白
・
赤
・
青
の

３
種
類
の
光
で
育
て
た
レ
タ
ス
を
収

穫
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
重
さ
、葉
の
枚
数
、

味
を
比
較
し
ま
し
た
。

11/17

光の違いで、レタスの味が違ってびっくり！

鎌田實さん講演会
「わがまま」のつながり方

　

市
振
興
公
社
が
も
や
い
館
で
、医

師
で
作
家
の
鎌
田
實
さ
ん（
諏
訪
中

央
病
院
名
誉
院
長
）の
講
演
会
を
開

き
、市
民
ら
約
２
２
０
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

　
「
わ
が
ま
ま
」の
つ
な
が
り
方
と
い

う
テ
ー
マ
で
、命
の
大
切
さ
や
健
康
で

い
る
た
め
の
心
得
、生
き
が
い
と
は

何
な
の
か
を
自
分
が
出
会
っ
て
き
た

人
と
の
経
験
を
交
え
て
講
演
。鎌
田

さ
ん
は
、「
わ
が
ま
ま
と
は
、自
分
ら

し
く
生
き
る
こ
と
。一
人
ひ
と
り
が
自

立
し
て
い
る
よ
う
で
、実
は
つ
な
が
っ

て
い
る
」と
伝
え
、助
け
合
っ
て
い
く

こ
と
の
大
切
さ
を
話
し
ま
し
た
。

▲生前、親交のあった樹木希林さんについても話しました

11/23

木のおもちゃいっぱい
市こどもセンター「木育ひろば」

　

市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
木
育
ひ

ろ
ば
が
開
か
れ
、
多
く
の
家
族
連

れ
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
木
育
の
一
環
と
し

て
、
地
域
産
材
の
木
の
お
も
ち
ゃ

や
遊
具
に
触
れ
、
木
の
魅
力
を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
し
た
も
の

で
、訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、木
製

の
滑
り
台
や
木
製
の
ボ
ー
ル
が
た

く
さ
ん
入
っ
て
い
る
プ
ー
ル
な
ど

で
遊
び
ま
し
た
。
遊
具
の
他
に
も
、

木
製
の
ガ
ー
ラ
ン
ド
に
絵
を
描
く

ウ
ッ
ド
バ
ー
ニ
ン
グ
や
木
の
こ
ま

作
り
に
挑
戦
す
る
な
ど
、
思
い
思

い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

11/23

▲たくさんの木に囲まれて遊ぶ子どもたち

絵本『ぐりとぐら』の世界を体験
「森の中でクッキング」

　

水
俣
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

が
グ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
み
な
ま
た

で「
森
の
中
で
ク
ッ
キ
ン
グ
」
を
開

き
、
家
族
連
れ
約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

自
然
活
動
指
導
員
の
杉
本
崇
さ

ん
の
指
導
の
も
と
、絵
本
『
ぐ
り
と

ぐ
ら
』
の
世
界
の
よ
う
に
、
竹
の
器

で
調
理
す
る
パ
エ
リ
ア
や
具
だ
く

さ
ん
の
シ
チ
ュ
ー
、
カ
ス
テ
ラ
作
り

に
挑
戦
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
料

理
を
作
り
ま
し
た
。
調
理
の
他
に

も
、
森
の
中
で
宝
探
し
な
ど
の
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
体
験
し
、野
外
活

動
を
楽
し
み
ま
し
た
。

11/23

▲パエリアを調理する器も手作り！

地域とともに子どもたちを見守る
久木野小 PTA「文部科学大臣表彰」を受賞

11/21

　

久
木
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、文
部

科
学
省
か
ら「
平
成
30
年
度
優
良
Ｐ

Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

同
賞
は
、文
科
省
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
健

全
な
育
成
と
発
展
を
目
的
と
し
て

毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、優
秀

な
実
績
を
あ
げ
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

12
月
４
日
に
は
、市
役
所
を
訪
れ

て
、髙
岡
市
長
に
受
賞
を
報
告
。久

木
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
萩
嶺

龍
昭
さ
ん
は
、「
こ
れ
か
ら
も
子
ど

も
た
ち
の
た
め
、地
域
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

▲ PTA 会長の萩嶺龍昭さん（中央左）と副会長の古里祥子さん（中央）

長年にわたり水俣の防犯に貢献
上田孝さんが藍綬褒章受章

11/３

　

ウ
エ
ダ
靴
店
を
営
む
上
田
孝
さ

ん
が
、藍
綬
褒
章
を
受
章
し
ま
し

た
。藍
綬
褒
章
は
、各
種
団
体
な
ど

の
活
動
を
通
し
て
、産
業
の
振
興
、

社
会
福
祉
の
増
進
な
ど
優
れ
た
業

績
を
挙
げ
た
人
に
贈
ら
れ
る
章
で

す
。上
田
さ
ん
は
少
年
補
導
員
と

し
て
、約
40
年
に
わ
た
り
、青
少
年

の
健
全
育
成
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

11
月
26
日
に
は
、市
役
所
を
訪

れ
、高
岡
市
長
に
受
章
を
報
告
。

「
水
俣
の
防
犯
に
貢
献
で
き
て
い

る
と
思
う
。こ
れ
か
ら
も
、も
っ
と

頑
張
っ
て
い
き
た
い
」と
受
章
の
喜

び
を
口
に
し
ま
し
た
。

▲40年以上も続けてきた少年補導員。現在も現役です。

11/20
〜22
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まちのわだい

まちのわだい

水俣病の経験や知識を次世代へ語り継ぐ
水俣病資料館 「伝え手」制度を開始

11/26

　

水
俣
病
資
料
館
は
、
水
俣
病
患
者

を
支
援
し
て
き
た
人
や
水
俣
病
に
関

わ
っ
て
き
た
人
が「
伝
え
手
」と
し
て
、

自
分
の
経
験
や
知
識
を
伝
え
る
制
度

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

同
制
度
は
、
水
俣
病
患
者
や
そ
の

家
族
に
よ
る
「
語
り
部
」
の
高
齢
化

な
ど
で
、
講
話
を
す
る
人
員
の
確
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
う
け
、

導
入
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
日
は
、

「
伝
え
手
」
と
な
っ
た
４
人
に
髙
岡

市
長
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、「
語
り
部
」
と
と
も
に

来
館
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
講
話

を
し
て
い
き
ま
す
。

▲高岡市長から委嘱状を交付された４人

むたゆうじさん講演会
「こころの壁を越えて」

11/27

　

八
代
地
方
法
人
会
が
も
や
い
館

で
、水
俣
出
身
で
歌
手
の
む
た
ゆ

う
じ
さ
ん
の
講
演
会
を
開
き
、多

く
の
市
民
ら
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
ろ
の
壁
を
越
え
て
」と
い

う
テ
ー
マ
で
、今
ま
で
に
出
会
っ
た

人
や
家
族
、ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
人
に

寄
り
添
っ
た
経
験
な
ど
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
ユ
ー
モ
ア
と
歌
を
交
え
て

話
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
前
に
は
、む
た
さ
ん

が
校
歌
を
作
詞
・
作
曲
し
た
緑
東

中
学
校
で
、近
隣
の
小
学
生
も
招

い
て
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

▲テレビ番組のコメンテーターとしても活躍しています

愛情いっぱいの白菜をどうぞ
野川白菜まつり

　

野
川
地
区
で
白
菜
を
生
産
す
る

農
家
ら
が
野
川
の
白
菜
畑
で
、「
白

菜
祭
り
」を
開
き
ま
し
た
。

　

同
祭
り
は
、
担
い
手
不
足
な
ど

で
途
絶
え
て
い
た
、
地
域
の
お
祭

り
の
出
し
物
の
一
つ
を
地
元
の
有

志
ら
が
協
力
し
て
、
復
活
さ
せ
た

も
の
。
畑
か
ら
採
れ
た
て
の
白
菜

を
そ
の
場
で
直
売
し
、
訪
れ
た
人

ら
は
、袋
い
っ
ぱ
い
の
白
菜
を
抱
え

て
嬉
し
そ
う
に
会
場
を
後
に
し
ま

し
た
。
12
月
23
日
に
も
、
同
祭
り

が
開
か
れ
、
地
域
住
民
な
ど
た
く

さ
ん
の
人
が
新
鮮
な
白
菜
を
求
め

て
訪
れ
ま
し
た
。

▲今日の夕食は、鍋で決まり！

11/25
市民へ安心と安全を届ける
災害時特設公衆電話設置協定を締結

　

市
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
熊
本
支
店

が
、市
指
定
避
難
所
７
カ
所
へ
の
特

設
公
衆
電
話
回
線
の
設
置
と
利
用

に
つ
い
て
の
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
特
設
公
衆
電
話
は
、大
規

模
災
害
で
通
信
困
難
な
場
合
で
も
、

避
難
者
の
安
否
確
認
な
ど
の
連
絡

手
段
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。市
指

定
避
難
所
へ
の
設
置
は
、今
年
度
内

に
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　

髙
岡
市
長
は
、「
大
規
模
災
害
時

に
、市
民
の
通
信
手
段
確
保
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。こ
れ
か
ら
も

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

11/26

▲髙岡市長とNTT西日本熊本支店の前田仁支店長

地域手作りのお祭り
第 33 回石坂川ふるさと祭り

　

石
坂
川
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委

員
会
が
、
石
坂
川
集
会
場
周
辺
で
、

地
域
づ
く
り
や
文
化
・
技
術
の
伝

承
を
目
的
に
、「
第
33
回
石
坂
川

ふ
る
さ
と
祭
り
」を
開
き
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
元
の
農
産
品
や

加
工
品
の
販
売
の
他
、
地
元
消
防

団
に
よ
る
出
店
や
餅
つ
き
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
集
会
場
内
で
は
、
地

元
で
採
れ
た
農
産
品
な
ど
を
出
品

し
て
の
品
評
会
を
開
催
。
品
評
会

後
に
は
、競
売
も
行
わ
れ
、訪
れ
た

人
は
、
最
後
ま
で
祭
り
を
楽
し
み

ま
し
た
。

12/２

▲農家の皆さんが愛情込めて作った農産品が勢ぞろい

水俣環境アカデミア市民公開講座
「安全安心でおいしい野菜」

　

水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア
が
、「
安

全
安
心
で
お
い
し
い
野
菜
」と
い
う

テ
ー
マ
で
市
民
公
開
講
座
を
開
き

ま
し
た
。

　

講
師
は
、熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

館
長
の
篠
原
亮
太
さ
ん
。講
演
会
で

は
、野
菜
作
り
で
使
用
す
る
農
薬
の

注
意
点
や
良
い
土
壌
の
作
り
方
を

紹
介
し
た
他
、野
菜
を
食
べ
る
と
身

体
に
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ
る
の

か
を
解
説
。篠
原
さ
ん
は
、「
良
い
土

壌
が
良
い
食
物
を
作
り
、健
康
に
つ

な
が
る
」と
話
し
ま
し
た
。訪
れ
た

市
民
ら
は
、質
問
を
す
る
な
ど
興
味

深
そ
う
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

▲講演をした篠原亮太さん

12/１
息を合わせて優勝を目指せ！

第５回ニュースポーツ大会
　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
が
、

市
立
総
合
体
育
館
で
、「
第
５
回
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
と
し
て
、
ア

ジ
ャ
タ（
玉
入
れ
）
大
会
を
開
き
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の
市

民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
に
は
、
４
部
門
に
37
チ

ー
ム
が
参
加
。
各
チ
ー
ム
は
、
仲

間
と
息
を
合
わ
せ
て
優
勝
を
目
指

し
、競
い
合
い
ま
し
た
。

　

会
場
内
に
は
、
ア
ジ
ャ
タ
の
他

に
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
が
体
験
で
き
る
コ

ー
ナ
ー
も
設
け
、
参
加
者
は
思
い

思
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

12/２

▲仲間とのチームワークを発揮！

久木野小学校 PTA 講演会
「こどもたちのいのちにありがとう」

　

久
木
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
同
校
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
の
ち
を
つ
な
ぐ
会
代

表
理
事
・
高
濱
伸
一
さ
ん
の
講
演
会

を
開
き
、
児
童
や
地
域
住
民
な
ど
約

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
今
年
か
ら
県
内
の
小
学

校
で
、
が
ん
教
育
が
始
ま
っ
た
こ
と

を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
に
命
の
大
切

さ
を
学
ん
で
も
ら
う
目
的
で
開
か
れ

た
も
の
で
す
。
高
濱
さ
ん
は
、
15
年

前
に
当
時
大
学
生
だ
っ
た
息
子
を
亡

く
し
た
時
の
苦
悩
や
、
自
身
が
が
ん

を
患
っ
て
か
ら
考
え
直
し
た
人
生
観

な
ど
を
話
し
、
子
ど
も
た
ち
へ
命
の

大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

12/８

▲講演をした高濱伸一さん
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申
請
は
お
早
め
に
！

企
業
立
地
条
例
優
遇
措
置

　

水
俣
市
に
お
け
る
企
業
の
立
地

を
図
り
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
拡

大
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
一
定
の
投
資
が
あ
っ
た
事
業

者
に
対
し
て
優
遇
措
置
を
行
っ
て

い
ま
す
。
措
置
を
受
け
る
た
め
に

は
、
奨
励
措
置
適
用
工
場
な
ど
の

指
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
中
の
事
業
開
始
分
は
、

平
成
31
年
１
月
30
日
㈬
ま
で
に
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
優
遇
措
置
の
内
容

○
最
大
３
年
間
の
固
定
資
産
税
の

　

課
税
免
除

○
雇
用
奨
励
金
の
交
付
（
１
年
以

　

上
の
継
続
雇
用
に
対
し
、
30
人

　

を
上
限
に
１
人
10
万
円
）

■
対
象
施
設　

工
場
（
土
地
・
建

物
・
機
械
装
置
な
ど
を
設
備
し
、

常
用
の
従
業
員
を
雇
用
し
て
物
品

の
製
造
・
加
工
・
組
み
立
て
・
再

生
・
修
理
・
保
管
・
検
査
・
研
究

な
ど
を
行
う
施
設
）、
健
康
保
養

施
設
、
観
光
施
設
、
地
域
未
来
投

資
促
進
法
第
25
条
の
適
用
を
受
け

る
施
設 

な
ど

■
要
件　

投
下
固
定
資
産
総
額
が

１
千
万
円
以
上
の
工
場
な
ど
の
新

設
・
増
設
で
あ
る
こ
と
。
増
設
は

常
用
の
従
業
員
を
減
員
す
る
場
合

を
除
く
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

経
済
観

光
課
☎︎
61
・
１
６
２
８

平
成
31
年
度
学
童
ク
ラ
ブ

利
用
申
請
は
１
月
18
日
ま
で
！

　

間
も
な
く
申
請
期
限
で
す
。
利

用
予
定
の
人
は
、
早
め
に
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
必
要
性
が

高
い
児
童
か
ら
順
に
利
用
を
決
定

し
ま
す
。

※
広
報
み
な
ま
た
12
月
１
日
号
で

も
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

■
申
請
期
限　

１
月
18
日
㈮

■
利
用
期
間　

４
月
１
日
〜
２
０ 

２
０
年
３
月
31
日

■
対
象
者　

２
０
１
９
年
４
月
に

一
小
、
二
小
、
袋
小
に
通
う
、
保

護
者
が
仕
事
な
ど
で
日
中
家
庭
に

い
な
い
児
童

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
低

学
年
の
児
童
を
優
先
し
ま
す
。

■
申
請
方
法　

申
請
書
に
、
家
庭

で
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
（
雇

用
証
明
書
な
ど
）
を
添
え
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
書
の
配
布
場
所　

市
役
所

仮
庁
舎
１
階
福
祉
課
、
各
学
童
ク

ラ
ブ

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
利
用
料　

各
学
童
ク
ラ
ブ
で
異

な
り
ま
す
。
申
請
書
に
資
料
を
添

付
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
対
象
学
童
ク
ラ
ブ

表
１
の
と
お
り

※
表
２
の
認
定
こ
ど
も
園
で
も

学
童
ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
卒
園
児
を
対
象
に
学
童

ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い
る
保
育
所

も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課

☎︎
61
・
１
６
６
０

市役所から
お知らせです

校区 学童クラブ名 定員
（予定）

所在地
電話番号

水一小 一小ふれあい
学童クラブ 60人 陣内１−１−88（水一小校舎内）

☎ 62-7270

水二小 二小ふれあい
学童クラブ 60人 栄町１−３−24（水二小隣接地）

☎ 63-6900

袋小 ふくろふれあい
学童クラブ 35人 袋1413（袋小隣接地）

☎ 62-6088

学童クラブ名 所在地
電話番号

中央学童クラブ
（中央保育園西方寺認定こども園）

古城２−７−７
☎ 63-1828

西方寺学童クラブ
（西方寺認定こども園）

葛渡23
☎ 67-1111

さわらび学童クラブ
（さわらびこども園）

陣内２−２−１
☎ 62-2613

※児童への送迎支援も実施しています。
※申し込みは、直接問い合わせてください。

企
業
支
援

育
児

（表１）募集対象学童クラブ

（表２）学童クラブを実施している認定こども園

　
現
在
、
市
で
策
定
中
の
計
画
な

ど
に
つ
い
て
、
素
案
に
対
す
る
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
な
ど
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）
を
公
募
し

ま
す
。

　
計
画
ご
と
に
募
集
期
間
、
提

出
先
、
閲
覧
場
所
が
異
な
り
ま
す
。

表
１
・
２
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
　
水
俣
市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
し
て
い
る
人 

な
ど

■
提
出
方
法
　「
意
見
等
記
入
書
」

に
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
明

記
し
て
、
担
当
窓
口
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
で
も
提
出
が
で
き
ま
す
。

「
意
見
等
記
入
書
」
は
各
閲
覧
場

所
に
備
え
付
け
て
い
る
他
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

※
窓
口
に
直
接
提
出
す
る
場
合
の

受
付
時
間
は
、
平
日
８
時
30
分
〜

17
時
15
分
で
す
。

▼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://

w
w

w
.city.m

inam
ata.lg.jp

聞かせてください、あなたの意見

パブリック・コメント募集

番号 計画などの名称 募集期間 提出・問い合わせ

① 水俣市新庁舎建設基本設計 １月15日㈫〜
２月15日㈮

新庁舎建設課新庁舎建設室
☎ 61−1652 ／ FAX 62−0611
メール　cyousya@city.minamata.lg.jp

② 第６次水俣市行財政改革大綱 １月15日㈫〜
２月８日㈮

総務課行政係
☎ 61−1603 ／ FAX 62−0611
メール　so-mu@city.minamata.lg.jp

③ 水俣市自殺対策計画 １月15日㈫〜
１月31日㈭

いきいき健康課健康推進係
☎ 62−3028 ／ FAX 62−3670
メール　kenko@city.minamata.lg.jp

■（表１）意見を募集する計画など

閲覧場所 ① ② ③

市役所仮庁舎１階 階段前スペース ○ ○ ○

市役所仮庁舎２階 行政資料閲覧コーナー ○ ○ ○

市役所仮庁舎２階 新庁舎建設課窓口 ○ — —

もやい館１階 保健センター ○ — ○

もやい館２階 受付前 ○ — ○

市立総合体育館 ○ — —

市立図書館 ○ — —

市立総合医療センター 本館１階ロビー ○ — ○

こどもセンター ○ — —

ふれあいセンター ○ — —

おれんじ館 ○ — —

愛林館 ○ — —

湯の鶴温泉保健センター ○ — —

水俣市ホームページ ○ ○ ○

■（表２）各計画などの閲覧場所

●「パブリック・コメント」とは…
重要な条例や計画などをつくるときに、
市民の皆さんから広く意見などを募集
することです。
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市役所から
お知らせです

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
か
も
！

「
エ
コ
ダ
イ
ア
リ
ー
」を
回
収
し
ま
す

　

環
境
家
計
簿「
み
な
ま
た
エ
コ
ダ

イ
ア
リ
ー
」を
回
収
し
ま
す
。
提

出
し
た
人
に
は
、
抽
選
で
ス
テ
キ

な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

　

提
出
さ
れ
た
エ
コ
ダ
イ
ア
リ
ー

の
情
報
は
、
市
か
ら
排
出
さ
れ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
量
を
推
計
す
る

た
め
に
使
用
し
、
個
人
情
報
が
公

表
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

推
計
に
は
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
エ
コ
ダ
イ
ア
リ
ー
が
必
要
で
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
回
収
対
象

○
広
報
み
な
ま
た
平
成
30
年
４
月

　

１
日
号
で
配
布
し
た
も
の（
切

　

り
取
っ
て
折
り
た
た
む
と
、
切

　

手
不
要
で
郵
送
で
き
ま
す
）

○
過
去
に
配
布
さ
れ
た
冊
子
型
、

　

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　

ら
印
刷
さ
れ
た
も
の

■
提
出
方
法　

郵
送
ま
た
は
持
参

■
賞
品
・
当
選
人
数

○
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
製
品
ス
ペ
シ
ャ

　

ル
セ
ッ
ト　

25
人

○
マ
イ
マ
イ
運
動
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶

　

バ
ッ
ジ　

75
人

■
抽
選
方
法　

平
成
30
年
２
月
23

日
㈮
〜
平
成
31
年
２
月
22
日
㈮
に

提
出
さ
れ
た
、
記
録
済
み
の
エ
コ

ダ
イ
ア
リ
ー
を
対
象
に
抽
選
。（
郵

送
の
場
合
は
消
印
有
効
）

　

２
月
23
日
㈯
以
降
に
提
出
さ
れ

た
場
合
は
、
排
出
量
の
推
計
に
は

使
用
し
ま
す
が
、
今
回
の
抽
選
対

象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
抽
選
結
果　

当
選
者
に
は
通
知

の
う
え
賞
品
を
発
送
し
ま
す
。
落

選
の
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。
抽
選

結
果
の
通
知
や
発
送
な
ど
の
た
め

に
、
住
所
な
ど
の
情
報
を
使
用
し

ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６

７
ー
８
５
５
５
、
水
俣
市
環
境
課

環
境
政
策
室
（
住
所
不
要
）
☎︎
61
・

１
６
１
２

（
写
真
）
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
製
品
ス

ペ
シ
ャ
ル
セ
ッ
ト

※
セ
ッ
ト
の
内
容
は
、
入
荷
や
価

格
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
の
給
食
物
資

納
入
業
者
を
募
集
し
ま
す

■
納
入
先
施
設　

市
立
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

■
納
入
品
目　

給
食
物
資
（
飲
料

な
ど
を
含
む
）

■
申
し
込
み
資
格　

市
内
に
事
業

所
を
持
つ
事
業
者
で
、
市
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と
。

■
申
し
込
み
方
法　

登
録
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
市
税

の
滞
納
が
な
い
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
を
添
付
し
て
提
出
。
申
請
書

は
、
市
役
所
仮
庁
舎
２
階
総
務
課

に
備
え
付
け
て
い
る
他
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間　

２
月
１
日
㈮

〜
15
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

☎︎
61
・
１
６
０
３

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

　

市
の
公
の
施
設
で
あ
る
「
水
俣

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
の
維
持

管
理
や
運
営
を
行
う
指
定
管
理
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
募
集
要
項
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
要
項
は
、
市
民
課

市
民
生
活
係
（
市
役
所
仮
庁
舎
１

階
２
番
窓
口
）
で
配
布
し
て
い
る

他
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

■
募
集
対
象
施
設　

水
俣
市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

■
指
定
期
間　

２
０
１
９
年
４
月

１
日
〜
２
０
２
２
年
３
月
31
日

■
応
募
締
切
日
時　

１
月
29
日
㈫

17
時

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

☎︎
61
・
１
６
５
６

環
境

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
の
予
防

接
種
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

肺
炎
は
、
日
本
人
の
死
因
の
第

３
位
。
肺
炎
に
よ
る
死
亡
者
の
95

％
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

　

高
齢
者
は
、
加
齢
に
よ
り
抵
抗

力
（
免
疫
力
）
が
低
下
し
、
細
菌

な
ど
に
感
染
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

細
菌
は
肺
で
増
殖
し
て
炎
症
を
起

こ
し
、
肺
炎
を
発
症
し
ま
す
。
特

に
高
齢
者
で
は
急
激
に
症
状
が
進

む
こ
と
も
あ
り
、
決
し
て
軽
視
で

き
な
い
疾
患
で
す
。

◆
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

し
よ
う

　

肺
炎
を
起
こ
す
原
因
菌
で
最

も
多
い
の
は
「
肺
炎
球
菌
」
で

す
。
今
年
度
ま
で
は
、
国
が
平
成

27
年
度
か
ら
設
け
て
い
る
特
例
措

置
（
65
歳
〜
１
０
０
歳
ま
で
の
５

歳
刻
み
の
年
齢
の
人
へ
の
接
種
機

会
）
に
よ
り
、
表
１
の
年
齢
の
人

は
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
接
種
期
限
は
、
３
月

31
日
ま
で
。
ま
だ
受
け
て
い
な
い

人
は
、
表
２
の
委
託
医
療
機
関
に

予
約
を
し
て
、
早
め
に
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

※
国
に
よ
る
予
防
接
種
の
特
例
措

置
（
65
歳
〜
１
０
０
歳
ま
で
の
５

　

年
ご
と
の
接
種
機
会
）
は
、
今
年

度
ま
で
で
終
了
し
ま
す
。
平
成
31

年
度
か
ら
は
、
65
歳
を
対
象
と
す

る
予
定
で
す
。

◆
肺
炎
予
防
の
た
め
に
で
き
る

こ
と

　

肺
炎
の
予
防
に
は
、
感
染
を
防

ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
う
が
い
、
手
洗
い

○
マ
ス
ク
の
着
用

○
歯
磨
き
を
し
っ
か
り
行
い
、
口

　

の
中
を
清
潔
に
保
つ

○
１
日
３
食
し
っ
か
り
取
る

○
十
分
な
睡
眠

○
規
則
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

○
禁
煙
す
る

○
持
病
が
あ
る
人
は
き
ち
ん
と
治

　

療
す
る

■
今
年
度
の
定
期
接
種
対
象
者

①
表
１
の
生
年
月
日
に
当
て
は
ま

　

る
人

②
60
歳
〜
64
歳
で
、
心
臓
・
腎
臓
・

　

呼
吸
器
の
機
能
や
免
疫
の
機
能

　

に
障
が
い
が
あ
る
人

※
過
去
に
23
価
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
が
あ
る
人

は
対
象
外
で
す
。

■
接
種
料
金　

２
６
０
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
、
事
前
に

申
請
す
る
こ
と
で
、
無
料
で
接
種

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
委
託
医
療
機
関　

表
２
参
照

■
今
年
度
の
定
期
接
種
期
限　

３

月
31
日
㈰

■
問
い
合
わ
せ　

い
き
い
き
健
康

課
（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）
☎︎
62
・

３
０
２
８

水俣市ホームページＵＲＬ
http://www.city.minamata.lg.jp

nformationＩ

年齢 生年月日

65 歳 昭和28年４月２日〜昭和29年４月１日

70 歳 昭和23年４月２日〜昭和24年４月１日

75 歳 昭和18年４月２日〜昭和19年４月１日

80 歳 昭和13年４月２日〜昭和14年４月１日

85 歳 昭和８年４月２日〜昭和９年４月１日

90 歳 昭和３年４月２日〜昭和４年４月１日

95 歳 大正12年４月２日〜大正13年４月１日

100 歳 大正７年４月２日〜大正８年４月１日

（表１）高齢者の肺炎球菌定期予防接種の対象

医療機関名 電話番号

深水医院 63-6390

宮竹小児科医院 69-3501

本田レディースクリニック 63-2019

市川内科クリニック 62-0707

山田クリニック 63-5188

てらさきクリニック 63-1200

総合医療センター 63-2101

たなか耳鼻科・眼科クリニック 62-8777

谷山医院 63-2557

白梅病院 63-7575

尾田胃腸科 63-3438

岡部病院 63-3311

協立クリニック 63-6835

水俣協立病院 63-1704

渕上クリニック 63-6552

渕上病院 63-6551

佐藤クリニック 69-3007

まなべクリニック 84-9080

（表２）肺炎球菌定期予防接種の委託医療機関

健
康

指
定
管
理
者

給
食
物
資

ふれあいセンター
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市役所から
お知らせです

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

個
人
住
民
税
は
特
別
徴
収
で
！

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
制
度

は
、
従
業
員
（
給
与
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
人
）
の
個
人
住

民
税
（
市
町
村
民
税
・
県
民
税
）

を
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様

に
、
事
業
所
（
給
与
支
払
者
）
が

毎
月
の
給
与
か
ら
天
引
き
し
、
住

所
地
の
市
町
村
へ
納
入
す
る
制
度

で
す
。
毎
年
度
４
月
１
日
に
給
与

の
支
払
い
を
行
う
従
業
員
に
つ
い

て
は
、
原
則
と
し
て
特
別
徴
収
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

熊
本
県
と
県
内
市
町
村
は
、
平

成
25
年
度
ま
で
に
特
別
徴
収
義
務

が
あ
る
事
業
者
に
対
し
て
、
個
人

住
民
税
の
特
別
徴
収
完
全
指
定
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続

き
「
税
負
担
の
公
平
性
と
納
税
者

の
利
便
性
の
向
上
」
を
目
的
と
し

て
、
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
の

徹
底
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
全
県

推
進
の
内
容
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

▼
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.pref.kum

am
oto.jp/soshiki/

11/tokucyou1.htm
l

◆
退
職
な
ど
で
特
別
徴
収
が

で
き
な
い
場
合

　

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
事
業

所
で
、
従
業
員
が
１
月
１
日
か
ら

４
月
30
日
の
間
に
退
職
な
ど
で
異

動
す
る
場
合
、
給
与
・
退
職
手
当

な
ど
の
額
が
退
職
の
翌
月
以
降
に

事
業
所
で
徴
収
す
る
月
割
額
を
超

え
る
と
き
は
、
残
り
の
税
額
分
を

一
括
徴
収
す
る
取
り
扱
い
と
な
り

ま
す
。
徴
収
方
法
に
つ
い
て
、
再

度
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

異
動
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
届

出
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。
異
動

が
あ
っ
た
翌
月
10
日
ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行
に
伴

い
、
平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
異

動
届
な
ど
の
個
人
住
民
税
の
申
告

や
届
出
な
ど
に
関
す
る
書
類
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
・
法

人
番
号
）
の
記
入
が
必
要
で
す
。

　

変
更
後
の
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
税
務
課
の
窓
口
で
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

※
個
人
事
業
主
が
提
出
す
る
と
き

は
、
個
人
番
号
確
認
と
身
元
確
認

を
行
い
ま
す
。
表
１
の
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
提
出
の

場
合
は
必
ず
写
し
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎︎
61
・

１
６
１
０

事
業
主
の
皆
さ
ん 

給
与
支
払

報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

給
与
支
払
報
告
書
は
、
給
与

所
得
者
に
と
っ
て
個
人
住
民
税
の

申
告
に
代
わ
る
重
要
な
も
の
で

す
。
早
め
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。
昨
年
の
12
月
に
は
、
各
事
業

所
へ
提
出
の
依
頼
文
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

■
提
出
締
切
日　

１
月
31
日
㈭
必
着

■
注
意
点

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）、

　

法
人
番
号
を
必
ず
記
載
し
て
く

　

だ
さ
い
。

○
個
人
事
業
主
が
提
出
す
る
と
き

　

は
、
個
人
番
号
確
認
と
身
元
確

　

認
を
行
い
ま
す
。
表
１
の
も
の

　

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送

　

提
出
の
場
合
は
必
ず
写
し
を
添

　

付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
個
人
事
業
主
の
代
理
人
が
提
出

　

す
る
場
合
は
、
次
の
３
点
の
確

　

認
が
必
要
で
す
。

　

▼
代
理
権
の
確
認
（
委
任
状
な

　

ど
に
よ
る
）

　

▼
代
理
人
の
身
元
確
認
（
運
転

　

免
許
証
な
ど
）

　

▼
本
人
の
個
人
番
号
確
認
（
本

　

人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な

　

ど
）

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
☎︎
61
・

１
６
１
０個人番号確認 身元確認

マイナンバーカード（個人番号カード）
※１枚で２つの確認が完了します

○マイナンバー（個人番号）通知カード
○マイナンバー（個人番号）が記載された住民票
　の写し・住民票記載事項証明書

○官公署が発行した、顔写真付きの身分証明書
　（運転免許証、パスポート、身体障害者手帳 など）

▼（表１）個人番号確認・身元確認に必要なもの

税65
歳
以
上
の
要
介
護
な
ど

認
定
者
の「
障
害
者
控
除
」

　

所
得
税
の
確
定
申
告
や
市
県

民
税
の
申
告
の
際
、
申
告
す
る
本

人
や
扶
養
親
族
が
「
身
体
障
害
者

手
帳
」
な
ど
を
持
っ
て
い
る
場
合
、

申
請
を
す
る
こ
と
で
「
特
別
障
害

者
控
除
」
ま
た
は
「
障
害
者
控
除
」

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
な
ど
が

な
く
て
も
、
身
体
や
精
神
に
障
が

い
の
あ
る
65
歳
以
上
の
人
で
、
そ

の
障
が
い
の
程
度
が
身
体
障
が
い

者
ま
た
は
知
的
障
が
い
者
と
同
程

度
で
あ
る
と
市
長
が
認
定
す
る
場

合
に
も
、
市
が
発
行
す
る
認
定
書

を
提
示
す
る
と
、
同
じ
く
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

す
で
に
「
身
体
障
害
者
手
帳
」、

「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」、

「
療
育
手
帳
」
な
ど
を
持
っ
て
い

て
、
そ
の
手
帳
な
ど
で「
特
別
障

害
者
控
除
」が
受
け
ら
れ
る
人
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
対
象　

基
準
日
（
平
成
30
年
12

月
31
日
）
時
点
で
介
護
保
険
の
認

定
を
受
け
て
い
る
市
内
在
住
の
65

歳
以
上
の
人
で
、
基
準
日
時
点
で

受
け
て
い
る
介
護
認
定
の
「
主
治

医
意
見
書
」
が
次
の
表
の
い
ず
れ

か
の
基
準
を
満
た
す
人

■
申
請
方
法　

申
請
者
の
印
鑑
、

対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険
者
証

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
毎
年
申

請
が
必
要
で
す
。
過
去
の
分
の
申

請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
判
定
・
通
知　

申
請
の
翌
日
以

降
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

い
き
い

き
健
康
課
（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎︎
62
・
３
０
５
１

公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票
を

送
付
し
ま
す（
税
の
申
告
用
）

　

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ
る

老
齢
年
金
な
ど
（
老
齢
や
退
職
に

よ
り
支
給
さ
れ
る
年
金
）
は
、
所

得
税
法
上
の
「
雑
所
得
」
と
み
な

さ
れ
、
所
得
税
の
課
税
対
象
で
す
。

　

公
的
年
金
な
ど
の
支
払
者
（
日

本
年
金
機
構
・
各
共
済
組
合
）
は
、

所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
た
か
ど

う
か
に
関
係
な
く
、
老
齢
年
金
な

ど
の
年
金
受
給
者
全
員
に
平
成
30

年
分
（
１
月
〜
12
月
）の
「
公
的
年

金
等
の
源
泉
徴
収
票
」
を
作
成
し
、

１
月
末
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

※
「
障
害
年
金
」、「
遺
族
年
金
」

は
課
税
対
象
外
の
た
め
送
付
し
ま

せ
ん
。

■
源
泉
徴
収
票
の
記
載
内
容　

１

年
間
に
支
払
わ
れ
た
年
金
の
総
額
、

社
会
保
険
料
の
金
額
、
源
泉
徴
収

税
額
、
控
除
内
容 

な
ど

◆
確
定
申
告
に
必
要
で
す

　

次
の
よ
う
な
人
は
、
確
定
申
告

の
際
に
添
付
書
類
と
し
て
源
泉
徴

収
票
が
必
要
で
す
。
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

○
２
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者
に

　
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」を
提

　

出
し
て
い
る
人

○
年
金
以
外
に
給
与
な
ど
の
所
得

　

が
あ
る
人 

な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
年
金
機
構

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
☎︎
０
５
７
０
・

05
・
１
１
６
５
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

／
八
代
年
金
事
務
所
☎︎
０
９
６
５
・

35
・
６
１
２
３

防災行政無線の戸別受信機を無料で配布しています。
申請・問い合わせは危機管理防災課☎６１−１６０４まで

nformationＩ

             　対象者
 控除　　　区分
 区分

障がい高齢者
自立度

認知症高齢者
自立度

障害者控除 Ｂ１
Ｂ２

Ⅱｂ
Ⅲａ
Ⅲｂ

特別障害者控除 Ｃ１
Ｃ２

Ⅳ
Ｍ

税

■問い合わせ　熊本県財政課☎096-333-2082

インターネット販売なら
パソコンで、スマートフォンで
宝くじが買える♪

宝くじは地元で買いましょう。収益の一部は県の
収入となり、少子高齢化対策や防災対策、公園整
備などの財源として暮らしに役立てられます。

３億円ジャンボ １等・前後賞
合わせて

ミニ １等・前後賞
合わせて 3,000万円

バレンタイン♥ジャンボ
販売期間　１月30日㈬〜２月22日㈮

宝
く
じ
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市役所から
お知らせです

税
の
納
期
は
お
忘
れ
な
く
！

納
期
限
＆
口
座
振
替
日

　

納
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
収
納
対

策
室
☎︎
61
・
１
６
３
０

20
歳
を
迎
え
た
人
は

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

　

20
歳
か
ら
60
歳
未
満
ま
で
の
人

は
、
年
金
へ
の
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
20
歳
に
な
っ
た

ら
、
忘
れ
ず
に
加
入
手
続
き
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

■
加
入
手
続
き　

日
本
年
金
機
構

か
ら
送
付
さ
れ
る
「
国
民
年
金
被

保
険
者
関
係
届
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
年
金
事
務
所
に
郵
送

す
る
か
、
市
民
課
年
金
医
療
保
険

係
（
市
役
所
仮
庁
舎
１
階
５
番
窓

口
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
保

険
料
の
納
付
書
が
納
期
限
ま
で
に

届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
免
除
制
度
な
ど　

次
の
制
度
が

利
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

○
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度

　

収
入
が
一
定
の
額
以
下
で
あ
っ

　

た
り
、
離
職
中
な
ど
の
理
由
で

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

○
学
生
納
付
特
例
制
度　

学
生
で

　

収
入
が
一
定
額
以
下
の
場
合

■
問
い
合
わ
せ　

八
代
年
金
事
務

所
☎︎
０
９
６
５
・
35
・
６
１
４
３

／
市
民
課
☎︎
61
・
１
６
２
２

企
画
展「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ
」

　

水
俣
病
の
よ
う
な
水
銀
汚
染
に

よ
る
公
害
を
二
度
と
起
こ
さ
な
い

た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

水
俣
病
患
者
の
中
に
は
、
自
ら

の
体
験
や
思
い
を
伝
え
る
た
め
に
、

世
界
中
を
飛
び
回
っ
て
い
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
人
に
会
い
、
た
く
さ
ん
の
思
い

を
伝
え
る
こ
と
で
、
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
と
問
い
続
け
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

患
者
の
皆
さ
ん
は
、
何
を
訴
え
、

何
を
伝
え
た
か
っ
た
の
か
。
当
時

の
写
真
や
現
地
の
様
子
を
も
と
に
、

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
の
方

策
に
つ
い
て
、
自
ら
の
生
き
方
と

と
も
に
感
じ
、
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
。

★
企
画
展

■
テ
ー
マ　
「
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

か
ら
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
へ 

─
水
銀
汚
染

の
な
い
世
界
へ
─
」

■
期
間　

１
月
19
日
㈯
〜
５
月
６

日
㈫

■
場
所　

水
俣
病
資
料
館
企
画
展

示
室

★
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ト
ー
ク

　

企
画
展
の
開
始
に
合
わ
せ
て
、

坂
本
し
の
ぶ
さ
ん
を
招
い
て
開
催

し
ま
す
。

　

坂
本
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
に
、

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
開
か
れ
た
国

連
人
間
環
境
会
議
で
水
銀
汚
染

の
恐
ろ
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
平

成
29
年
に
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開

か
れ
た
水
銀
に
関
す
る
水
俣
条
約

の
第
１
回
締
約
国
会
議
に
参
加
し
、

「
水
俣
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な
い

で
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

坂
本
さ
ん
と
お
話
を
し
な
が
ら
、

当
時
の
現
地
で
の
活
動
や
、
普
段

の
生
活
や
日
常
を
離
れ
て
海
外
へ

渡
航
す
る
不
安
、
困
難
に
負
け
な

い
気
持
ち
な
ど
を
聞
き
ま
す
。

■
日
時　

１
月
19
日
㈯　

14
時
〜

16
時

■
場
所　

水
俣
病
資
料
館
企
画
展

示
室

■
ゲ
ス
ト　

坂
本
し
の
ぶ
さ
ん

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
病
資
料
館

☎︎
62
・
２
６
２
１
（
開
館
９
時
〜

17
時
、
原
則
月
曜
休
館
）

税　目 期別 納期限 口座
振替日

市県民税 ４期

１
月
31
日
㈭

１
月
28
日
㈪

国民健康保険税

７期介護保険料

後期高齢者
　　医療保険料

税

年
金

水
俣
病
資
料
館

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
お
話

♥
麻
し
ん
と
は
？

　
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感
染
に

よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。感
染
力

が
強
く
、予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
人
が
感
染
す
る
と
、ほ
ぼ
１
０
０

％
発
症
し
ま
す
。

　
症
状
は
、発
熱（
最
初
の
３
〜
４
日

は
38
℃
前
後
、一
度
下
が
っ
た
後
、再

び
39
〜
40
℃
の
高
熱
が
出
る
）・
せ

き
・
鼻
水
・
発
疹
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

合
併
症
と
し
て
肺
炎
や
脳
炎
な
ど
を

起
こ
す
こ
と
が
あ
る
、重
症
の
感
染

症
で
す
。

♥
風
し
ん
と
は
？

　
風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
飛
沫
感
染
に

よ
っ
て
起
こ
る
病
気
で
す
。感
染
し

て
も
２
〜
３
週
間
の
潜
伏
期
間
が
あ

り
、直
ぐ
に
は
症
状
が
現
れ
ま
せ
ん
。

♥33

   

♥
問
い
合
わ
せ
　
い
き
い
き
健
康
課

（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）☎
62
・
３
０
２
８

ー こころとカラダのお話 ー
新たな１年がスタートしました。年末
年始の疲れを後に残さないように。
今月も【ここ♥カラ】お届けします。

ＣＩＲのグレッグが、
出身国・オーストラ
リアの魅力や文化を、
さまざまな視点で紹
介します。

　
軽
い
風
邪
の
よ
う
な
症
状
で
始
ま

り
、発
熱
や
発
疹
、リ
ン
パ
節
の
腫
れ

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。合
併
症
と
し

て
脳
炎
や
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
な

ど
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
、大
人
に

な
っ
て
か
ら
感
染
す
る
と
重
症
化
し

や
す
い
こ
と
も
特
徴
で
す
。

　
妊
婦
が
妊
娠
早
期
に
感
染
す
る
と
、

胎
児
に
も
感
染
し
て
心
臓
病
や
白
内

障
、聴
力
障
害
が
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

♥
Ｍ
Ｒ（
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
）

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
ま
し
ょ
う

　
Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
は
、麻
し
ん
・
風
し

ん
の
ウ
イ
ル
ス
を
弱
毒
化
し
て
作
っ

た
ワ
ク
チ
ン
で
す
。効
果
を
高
め
る

た
め
に
２
回
の
接
種
が
必
要
で
す
。

　
昨
年
は
、麻
し
ん
、風
し
ん
と
も
に

国
内
で
患
者
数
が
増
加
し
ま
し
た
。

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
の
た
め
に
、１

歳
に
な
っ
た
ら
Ｍ
Ｒ
１
期
を
、就
学

前（
６
歳
）に
Ｍ
Ｒ
２
期
の
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
木
と
い
え
ば
、

国
内
の
天
然
林
の
４
分
の
３
を
占
め
る
、

ユ
ー
カ
リ
の
木
が
有
名
で
し
ょ
う
。「
ブ

ッ
シ
ュ
」
へ
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
れ
ば
、

ユ
ー
カ
リ
の
木
の
上
で
眠
る
コ
ア
ラ
を

見
か
け
る
こ
と
も
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ア
ラ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
が
乏

し
い
ユ
ー
カ
リ
の
葉
以
外
を
ほ
と
ん
ど

食
べ
な
い
た
め
、
一
日
の
う
ち
20
時
間

ほ
ど
を
眠
っ
て
過
ご
し
ま
す
。

　
ユ
ー
カ
リ
の
木
に
ま
つ
わ
る
有
名
な

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
物
語
は
「
ユ
ー
カ
リ

葉
の
戦
争
」
で
す
。
主
人
公
は
、
事
故
で

鼻
の
形
が
変
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

学
校
の
み
ん
な
に
笑
わ
れ
た
彼
は
、
田

舎
住
ま
い
の
お
じ
い
さ
ん
と
一
緒
に
暮

ら
す
こ
と
に
し
ま
す
。
お
じ
い
さ
ん
の

家
の
近
く
に
は
、
不
思
議
な
ユ
ー
カ
リ

の
木
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
木
の
葉
で

草
笛
を
吹
け
ば
、
自
分
の
病
気
や
怪
我

を
治
す
代
わ
り
に
、
音
を
聞
い
た
人
に

豪！豪！Ｇｏ！Ｇｏ！
ゴーゴー
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う
つ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
お
じ

い
さ
ん
と
隣
の
家
の
お
じ
さ
ん
は
、
こ

の
魔
法
の
葉
を
武
器
に
し
て
、
何
十
年

も
病
気
や
怪
我
を
う
つ
し
合
い
、「
ユ
ー

カ
リ
葉
の
戦
争
」
を
続
け
て
い
ま
す
。
あ

る
と
き
、
魔
法
の
木
が
山
火
事
で
燃
え

て
し
ま
い
ま
す
。
争
っ
て
い
た
二
人
は

協
力
し
、
山
火
事
を
止
め
よ
う
と
し
ま
す
。

こ
の
物
語
に
は
、「
人
を
外
見
で
判
断
す

る
な
」「
困
っ
た
と
き
助
け
合
え
ば
、
恨

み
を
乗
り
越
え
て
新
た
な
絆
が
で
き
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
ユ
ー
カ
リ
の
葉
は
油
分

が
豊
富
で
燃
え
や
す
い
た
め
、
山
火
事

が
燃
え
広
が
り
や
す
い
原
因
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
不
思
議
な
こ
と
に
、

ユ
ー
カ
リ
の
木
は
火
に
強
い
の
で
す
。

山
火
事
の
後
で
も
、
厚
い
樹
皮
の
中
か

ら
新
し
い
芽
が
出
る
ほ
ど
の
生
命
力
を

も
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
か
し
た
ら
、「
ユ
ー
カ
リ
葉
の
戦

争
」
に
登
場
し
た
魔
法
の
ユ
ー
カ
リ
の
木

は
、
山
火
事
に
燃
や
さ
れ
て
も
生
き
残

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
う

考
え
る
と
、
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
は
も

う
１
つ
の
テ
ー
マ
が
隠
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
思
え
ま
す
。
そ
れ
は
、「
仲
直
り
し

た
か
ら
と
い
っ
て
、
油
断
は
で
き
な
い
。

ま
た
仲
が
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
せ

っ
か
く
で
き
た
絆
を
大
切
に
し
続
け
な

い
と
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

広報みなまた2019.1 月合併号広報みなまた2019.1 月合併号 2425



第
46
回
市
民
駅
伝
競
走
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

■
日
時　

３
月
３
日
㈰　

８
時
50

分
〜 

開
会
式

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
陸
上

競
技
場
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

■
参
加
資
格　

平
成
31
年
１
月
１

日
現
在
で
、
市
内
に
在
住
・
在
学
・

在
職
し
て
い
る
人

■
参
加
料　

１
チ
ー
ム
４
千
円

■
申
込
期
間　

１
月
22
日
㈫
〜
２

月
５
日
㈫

■
申
し
込
み
方
法　

参
加
申
込
書

に
参
加
料
を
添
え
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
実
施
要
項
、
参
加
申
込

書
、
コ
ー
ス
図
な
ど
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
（
総
合
体
育
館
２
階

事
務
所
内
）
☎︎
63
・
９
３
１
１

第
３
回
エ
コ
カ
ッ
プ
ダ
ブ
ル

ス
テ
ニ
ス
大
会

■
日
時　

２
月
24
日
㈰

○
受
付　

８
時
30
分
〜

○
試
合
開
始　

９
時
〜

※
雨
天
中
止

■
場
所　

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
（
８
面
）

■
種
目

○
ア
ド
バ
ン
ス
ク
ラ
ス
（
Ａ
ク
ラ

　

ス
相
当
）
男
子
・
女
子

○
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ク
ラ
ス
（
Ｂ
ク
ラ

　

ス
相
当
）
男
子
・
女
子

■
定
員　

各
ク
ラ
ス
先
着
16
組

※
ク
ラ
ス
間
の
重
複
エ
ン
ト
リ
ー

は
不
可

■
試
合
方
法

○
予
選
リ
ー
グ　

６
ゲ
ー
ム
先
取
、

　

ノ
ー
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

○
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト　

１
セ
ッ

　

ト
マ
ッ
チ
（
６
ゲ
ー
ム
オ
ー
ル

　

後
タ
イ
ブ
レ
ー
ク
）、
ノ
ー
ア
ド

　

バ
ン
テ
ー
ジ

※
参
加
人
数
に
よ
り
、
試
合
方
法

を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
参
加
料（
１
人
あ
た
り
）　
一
般

２
千
円
、
高
校
生
以
下
千
円
（
当

日
徴
収
）

■
申
込
締
切
日　

２
月
３
日
㈰

■
申
し
込
み
方
法　

参
加
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
持
参
す

る
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
送
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
申
込
書
は

エ
コ
パ
ー
ク
水
俣
管
理
事
務
所
に

備
え
付
け
て
い
る
他
、
熊
本
県
ス

ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

 
w

.kspa.or.jp

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６ 

７
ー
０
０
５
４
、
汐
見
町
１
丁
目

２
３
１
番
12
号
、
エ
コ
パ
ー
ク
水

俣
管
理
事
務
所
☎︎
62
・
７
５
０
１

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
通
）
／
メ
ー
ル　

info 
@

m
inam

ata-kouen.com

◎税務課
　市民税係☎ 61 ｰ 1610
　収納対策室☎ 61 ｰ 1630
　固定資産税係☎ 61 ｰ 1620
◎市民課　
　戸籍住民係☎ 61 ｰ 1611
　年金医療保険係☎ 61 ｰ 1633
　市民生活係☎ 61 ｰ 1656
◎福祉課
　生活支援室（総務）☎ 61 ｰ 1640
　　　　　　  （生活支援）☎ 61 ｰ 1670
　子ども子育て支援室☎ 61 ｰ 1660
　障がい福祉支援係☎ 61 ｰ 1650
◎環境課
　環境政策室☎ 61 ｰ 1612
　環境衛生係☎ 61 ｰ 1613
　水俣病・もやい推進係☎ 61 ｰ 1647
　環境クリーンセンター☎ 62 ｰ 4101
◎いきいき健康課
　健康推進係☎ 62 ｰ 3028
　高齢介護支援室☎ 63 ｰ 3051
◎都市計画課建築住宅係☎ 61 ｰ 1621
◎土木課道路公園管理室☎ 61 ｰ 1625
◎下水道課☎ 61 ｰ 1627
◎水道局☎ 63 ｰ 2604
◎教育総務課☎ 61 ｰ 1637
※その他の窓口は☎ 63 ｰ 1111 へ
　お尋ねください。

暮
ら
し
の

　  
情
報

スポーツ

第
18
回
く
ま
も
と
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

■
期
日　

５
月
12
日
㈰
（
予
定
）

※
水
泳
競
技
は
４
月
21
日
㈰
（
予

定
）

■
場
所

○
陸
上
競
技

　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
陸

　

上
競
技
場
（
え
が
お
健
康
ス
タ

　

ジ
ア
ム
）

○
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技

　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
補

　

助
競
技
場

○
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

　

ワ
ン
ダ
ー
ボ
ウ
ル
南
熊
本

○
卓
球
競
技

　

熊
本
県
身
体
障
が
い
者
福
祉
セ

　

ン
タ
ー
体
育
館

○
水
泳
競
技

　

熊
本
市
総
合
屋
内
プ
ー
ル

■
参
加
資
格　

次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

○
県
内
に
住
所
が
あ
る
、
ま
た
は

　

県
内
の
施
設
や
学
校
に
在
籍
し

　

て
い
る

○
平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
で
13

　

歳
以
上
で
あ
る

○
身
体
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、

　

知
的
障
が
い
が
あ
る

※
知
的
障
が
い
は
、
療
育
手
帳
の

取
得
の
対
象
に
相
当
す
る
障
が
い

が
あ
る
人
を
含
み
ま
す
。

※
精
神
障
が
い
が
あ
る
人
は
、
卓

球
競
技
の
み
参
加
で
き
ま
す
。
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
取
得

の
対
象
に
相
当
す
る
障
が
い
が
あ

る
人
を
含
み
ま
す
。

■
申
込
受
付
期
間　

１
月
17
日
㈭

〜
２
月
22
日
㈮

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
福
祉

課
☎︎
61
・
１
６
５
０
／
熊
本
県
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.kscad. 

jp/小
さ
な
掛
金
・
大
き
な
補
償

「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」 

　

平
成
31
年
度
の
加
入
受
け
付
け

が
３
月
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。
万

が
一
の
け
が
や
賠
償
責
任
に
備
え

て
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

■
対
象
と
な
る
活
動　

ス
ポ
ー
ツ

活
動
、
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
、
地
域
活
動 

な
ど

■
対
象
と
な
る
団
体　

４
人
以
上

の
団
体

■
補
償
内
容

○
傷
害
保
険

○
賠
償
責
任
保
険

○
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

■
補
償
内
容

○
加
入
団
体
で
の
活
動
中
の
事
故

○
団
体
活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故

■
掛
金　

活
動
内
容
な
ど
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
熊
本
県
支
部
☎︎
０
９
６
・
２ 

１
３
・
９
０
１
５

■日本を動かした50の乗り物／若林宣
とおる

■かけ焼きおかず／山田英
ひですえ

季
■介護士Ｋ／久

く さ か べ
坂部羊

よう

■救済／長岡弘樹
■まぼろしえほん／井上洋介

水俣市立図書館  ☎６３ー８４０１

■ 図書館内１月特設コーナー ■
「 心も体もぽっかぽか 」

風が冷たい季節、温もりが恋しくなります。そ
んなときには体はもちろん、心も暖まるものに
触れるのがいちばん！ 読んでいるだけでも暖か
くなれる本を紹介します。

●　　　　　　　　　　　 ●　●　●　●　●　●　●近人気の本！最

  開館：火曜日〜日曜日 ９時〜 19 時 （土日祝日は17時まで）

子どもがいろいろなもの
に興味を持ち始めた頃に
出会った絵本。身近なも
のの写真がたくさん載っ
ていて、それぞれの名前
が日本語と英語で表記さ
れています。子どもは、
知っているものを見つけて
「いっしょ、いっしょ」と指差してくれます。イ
ンターネットを通じて発音も聴くことができる
ので、大きくなってからも使えるところがいい
ですね。ものの名前を覚え始めた子どもにとっ
て、世界がどんどん広がる、楽しくて長く愛せ
る知育本です。

オススメ本
『しゃしんがいっぱい！はじめてずかん４１５』

（小学館辞典編集部）

緒方 雅
みやび

さん・綜
そ う ま

馬くん
子育ての心がけ 

「 大らかな気持ちで見守る 」

オススメオススメinこどもセンター

みな図書　日本一の読書のまちづくり

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】
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南
の
島
で
国
際
交
流

ち
び
っ
こ
探
険
学
校
ヨ
ロ
ン
島

　
「
第
43
回
ち
び
っ
こ
探
険
学
校

ヨ
ロ
ン
島
」
の
参
加
者
を
全
国
か

ら
募
集
し
ま
す
。

　

沖
縄
に
近
い
南
の
島
「
ヨ
ロ
ン

島
」
で
、
仲
間
と
の
共
同
生
活
や

野
外
活
動
を
通
し
て
、
協
力
す
る

こ
と
や
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
心
を
養
い
ま
す
。
在
日
外
国
人

小
学
生
と
の
交
流
も
あ
り
ま
す
。

　

言
語
や
習
慣
を
越
え
て
友
情
を

深
め
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
る

第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。

■
期
間　

３
月
27
日
㈬
〜
４
月
２

日
㈫

■
場
所　
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

■
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）国
際
青

少
年
研
修
協
会
☎︎
０
３
・
６
４
１

　

７
・
９
７
２
１
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.kskk.or.jp

健
康
に
関
心
が
あ
る
人
の
た
め
の

体
験
型
健
康
医
学
教
室

　

市
民
の
健
康
増
進
に
対
す
る
意

識
の
啓
発
を
図
る
た
め
、
学
び
と

実
践
を
組
み
合
わ
せ
た
体
験
型
の

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

１
月
23
日
㈬
〜
３
月
13

日
㈬
の
毎
週
水
曜
日
、
14
時
〜
16

時
（
全
８
回
の
連
続
講
座
）

■
場
所　

市
役
所
秋
葉
会
館
３
階

会
議
室

■
対
象
者　

市
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
人

■
定
員　

先
着
30
人

■
講
師　

㈱
ツ
ル
ー
バ
ラ
ン
ス（
鹿

児
島
市
、「
第
１
回
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産

業
づ
く
り
貢
献
大
賞
」
受
賞
）

■
申
し
込
み
方
法　

電
話
か
窓
口

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
政
策

推
進
課
（
市
役
所
仮
庁
舎
２
階
）

☎︎
61
・
１
６
０
６

旬
の
野
菜
・
魚
を
ど
う
ぞ
♪

新
年
最
初
の
新
鮮
市

　

新
年
最
初
の
新
鮮
市
！ 

今
回

も
牡
蠣
小
屋
と
同
時
開
催
し
ま
す
。

　

大
好
評
の
ゆ
で
だ
こ
の
実
演
販

売
を
は
じ
め
、
地
元
生
産
者
に
よ

る
安
心
安
全
な
野
菜
・
お
茶
な
ど

の
農
産
物
、
釜
揚
げ
し
ら
す
・
ち

り
め
ん
な
ど
の
海
産
物
直
売
、
天

ぷ
ら
・
か
ら
し
蓮
根
な
ど
の
販
売

を
行
い
ま
す
。

○
売
り
切
れ
御
免
！ 

ゆ
で
だ
こ

実
演
販
売
（
10
時
頃
〜
）

　

不
知
火
海
で
と
れ
た
タ
コ
を
、

　

そ
の
場
で
ゆ
で
て
販
売
し
ま
す
。

　

毎
回
大
人
気
♪

○
地
元
で
採
れ
た
農
海
産
物
・
手

づ
く
り
加
工
品
の
直
売

　

新
鮮
な
野
菜
類
を
は
じ
め
、
地

　

元
産
の
野
菜
や
お
米
を
使
用
し

　

た
手
作
り
の
赤
飯
や
煮
し
め
、

　

漬
物
な
ど
は
毎
回
大
人
気
の
お

　

袋
の
味
！ 

海
産
物
や
お
茶
の

　

販
売
も
あ
り
ま
す
。

○
だ
ご
汁
の
振
る
舞
い

　

地
元
産
の
野
菜
を
た
く
さ
ん
使

　

用
し
た
だ
ご
汁
を
振
る
舞
い
ま

　

す
。
数
量
限
定
！ 

お
早
め
に

　

ど
う
ぞ
。

■
日
時　

１
月
26
日
㈯　

９
時
〜

売
り
切
れ
次
第
終
了

■
場
所　

道
の
駅
み
な
ま
た
（
観

光
物
産
館
ま
つ
ぼ
っ
く
り
）
周
辺

■
問
い
合
わ
せ　

市
農
林
水
産
課

☎︎
61
・
１
６
３
４
／
観
光
物
産
館

ま
つ
ぼ
っ
く
り
☎︎
62
・
２
０
０
３

第
13
回 

水
俣
芦
北
和
太
鼓

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

勇
壮
な
和
太
鼓
の
演
奏
で
、
水

俣
に
元
気
を
届
け
ま
す
。

■
日
時　

１
月
27
日
㈰　

13
時
30

分
〜
（
13
時
開
場
）

■
場
所　

市
文
化
会
館

■
入
場
料　

前
売
り
千
円
、
当
日

１
２
０
０
円（
高
校
生
以
下
無
料
）

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

生
協
く
ま

も
と
水
光
社
本
店
、
ブ
ッ
ク
シ
テ

ィ
一
心
堂

■
出
演
団
体　

明
光
幼
稚
園
、
計

石
保
育
園
、
つ
な
ぎ
舞
鶴
太
鼓
、

湯
の
香
太
鼓
、
恋
龍
太
鼓
保
存
会
、

や
う
ち
ブ
ラ
ザ
ー
ズ 

ほ
か

■
問
い
合
わ
せ　

恋
龍
太
鼓
保
存

会
・
寒
川
☎︎
０
９
０
・
５
０
８
１
・ 

１
５
９
７

催  し

募  集

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

イ
ベ
ン
ト
情
報
♪

★
手
工
芸
で
脳
ト
レ
教
室

　

国
立
水
俣
病
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
臨
床
部
に
よ
る
、
手
先
と
脳
を

刺
激
す
る
手
工
芸
教
室
で
す
。

　

紫
外
線
に
反
応
し
て
固
ま
る
Ｕ

Ｖ
レ
ジ
ン
を
使
っ
て
素
敵
な
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
作
り
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

１
月
31
日
㈭　

13
時
30

分
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

15
人
程
度

★
ア
ロ
マ
ワ
ッ
ク
ス
サ
シ
ェ
づ

く
り
教
室

　
「
サ
シ
ェ
」
と
は
、
香
り
袋
の
こ

と
。
大
豆
が
原
料
の
ろ
う
を
溶
か

し
て
型
に
入
れ
、
ア
ロ
マ
オ
イ
ル

で
香
り
を
付
け
て
お
花
で
ア
レ
ン

ジ
し
ま
す
。
イ
ン
テ
リ
ア
や
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
い
か
が
で
す
か
？

　

参
加
に
は
、
事
前
に
申
し
込
み

が
必
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
６
日
㈬　

13
時
30

分
〜

■
場
所　

市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

15
人
程
度

■
参
加
料　

５
０
０
円（
材
料
代
）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎︎
84
・
９
９
０
９

み
な
ま
た
し
ご
と
お
こ
し
研

究
所「
に
ち
よ
う
カ
レ
ッ
ジ
」

　

水
俣
商
工
会
議
所
が
、
創
業

し
た
人
、
し
た
い
人
を
応
援
す
る
、

学
び
と
仲
間
づ
く
り
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
だ

け
を
選
ん
で
受
講
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
が
、

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

託
児
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
日
時
・
内
容

○
１
月
20
日
㈰　

13
時
〜
17
時

　

▼
テ
ー
マ　

ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー
ム

　

で
社
長
体
験
！

　

▼
場
所　

水
俣
商
工
会
館

○
１
月
27
日
㈰　

13
時
〜
16
時

　

▼
テ
ー
マ　

さ
あ
、
し
ご
と
お

　

こ
し
の
準
備
を
始
め
よ
う
！

　

▼
場
所　

水
俣
商
工
会
館

○
２
月
３
日
㈰　

13
時
〜
17
時

　

▼
テ
ー
マ　

み
ん
な
、
ど
ん
な

　

プ
ラ
ン
を
創
っ
て
い
る
の
？

　

▼
場
所　
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

○
２
月
10
日
㈰　

13
時
〜
17
時

　

▼
テ
ー
マ　

し
ご
と
お
こ
し
の

　

相
談
会

　

▼
場
所　

水
俣
商
工
会
館

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

水
俣
商

工
会
議
所
☎︎
63
・
２
１
２
８

芦北町・津奈木町　広域イベント情報

2019 芦北うたせマラソン大会参加者募集

春の潮風を感じながら走りませんか。
■期日　平成31年３月24日㈰
■場所　芦北海浜総合公園（スタート・ゴール）
■種目　３km、５km、10km、ハーフマラソン
■参加資格　小学４年以上（定員２千人）
■申込方法　郵便振替（専用用紙必要）か大会
　ホームページ（ＲＵＮＴＥＳ）で申し込み
■申込締切日　※定員に達した時点で締め切り
　○郵便振替　平成31年１月25日㈮
　○インターネット　平成31年２月１日㈮
■問い合わせ　芦北うたせマラソン大会実行
　委員会（芦北町商工観光課内）☎82-2511

【芦北町】

つなぎオイスターバル in 旧平国小

「つなぎオイスターバル」が今年もオープン！
旧平国小学校から絶景の不知火海を眺めなが
ら、旬のマガキを堪能することができます。
マガキにぴったりな、亀萬酒造の地酒なども
用意しています。
■期間　１月５日㈯～
　　　　毎週土曜 ･ 日曜・祝日限定
　　　　※牡蠣が無くなり次第、終了。
■時間　10 時～ 16 時
■場所　旧平国小学校
■問い合わせ　津奈木漁業協同組合
　　　　　　　☎ 78-2015

【津奈木町】

【
有
料
広
告
】

【
有
料
広
告
】

広報みなまた2019.1 月合併号広報みなまた2019.1 月合併号 2829



え
び
の
旨
味
に
舌
鼓
「
み
な
ま
た

あ
し
き
た
海
老
い
ろ
色
フ
ェ
ア
」

　

水
俣
・
芦
北
地
域
の
飲
食
店
13

店
舗
が
参
加
し
て
、
足
赤
え
び
や

石
え
び
な
ど
を
使
用
し
た
え
び
料

理
を
提
供
す
る
フ
ェ
ア
を
開
催
し

ま
す
。

　

プ
リ
ッ
と
し
た
食
感
と
旨
味
が

魅
力
の
足
赤
え
び
、
小
ぶ
り
な
が

ら
も
濃
厚
な
味
の
石
え
び
を
、
丼

も
の
、
ち
ゃ
ん
ぽ
ん
、
イ
タ
リ
ア

ン
、
ス
ペ
イ
ン
料
理
な
ど
多
彩
な

料
理
で
堪
能
で
き
ま
す
。

　

特
産
品
な
ど
が
抽
選
で
当
た

る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
あ
り
ま
す
。

各
店
自
慢
の
一
品
を
、
ぜ
ひ
食
べ

歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
♪

■
期
間　

１
月
26
日
㈯
〜
３
月
３

日
㈰

■
参
加
店
舗　

下
表
参
照

■
問
い
合
わ
せ　

水
俣
芦
北
地
域

観
光
推
進
協
議
会
（
芦
北
地
域
振

興
局
内
）
☎︎
82
・
４
４
４
５

催  し

地域 店舗 電話番号 営業時間 定休日

水俣市

福田農場
「セビリア館」 63-3900 11:00 ～ 21:00 不定休

レストラン
ナポレオン 63-2328 10:00 ～ 15:00

17:00 ～ 22:00 第１・３月曜日

喜楽食堂 62-2629 11:00 ～ 14:30
17:00 ～ 20:30 土曜日

味心 松 63-9551 11:00 ～ 14:00
18:00 ～ 22:00 日曜日、不定休

貝汁味処 南里 62-4200 10:00 ～ 15:00
17:00 ～ 22:00 なし

津奈木町 とれびあん 78-3910 11:00 ～ 16:00 火曜日、不定休

芦北町

マリーンスポットＭ 080-3967-5535 11:00 ～ 14:00 土・日・祝日のみ営業

芦北うたせ直売食堂
えび庵 83-8888 11:00 ～ 14:30 水曜日

味乃なじみ 82-2160 12:00 ～ 13:30
18:30 ～ 21:30 日曜日、不定休

レストラン
ぎゅーぎゅー亭 82-3691 11:00 ～ 15:00

17:00 ～ 21:00 第１・３火曜日

ビストロ パザパ 82-3399 11:30 ～ 14:30
17:00 ～ 22:00

月曜日
※祝日の場合は翌平日

さるかに合掌亭 82-5844 11:00 ～ 23:00 なし

イタリア小料理
コラッジオ 82-2919 12:00 ～ 14:00

18:00 ～ 21:00 火曜日

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
の

「
か
ぞ
く
い
ろ
」き
っ
ぷ

　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
を
舞
台
と

し
た
映
画
『か
ぞ
く
い
ろ
』
の
公

開
を
記
念
し
て
、
特
典
付
き
の
１

日
フ
リ
ー
き
っ
ぷ
が
発
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
区

間
内
の
乗
り
降
り
が
自
由
に
で
き
、

沿
線
の
提
携
店
舗
で
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
お
れ
ん
じ
鉄
道
で

お
出
か
け
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
発
売
期
間　

２
月
28
日
㈭
ま
で

■
発
売
場
所　

水
俣
駅
な
ど
有
人

駅
の
窓
口
営
業
時
間
内

■
有
効
期
間　

乗
車
日
当
日
限
り

■
設
定
区
間　

肥
薩
お
れ
ん
じ
鉄

道
全
区
間
（
八
代
〜
川
内
間
）

■
特
典
対
象
店
舗

○
水
俣
市　

福
田
農
場
、
鶴
の
屋

○
芦
北
町　

コ
ラ
ッ
ジ
オ

○
出
水
市　

飛
来
里

○
阿
久
根
市　

あ
く
ね
や
、
道
の

駅
「
阿
久
根
」

※
特
典
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
チ

ラ
シ
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

★
ロ
ケ
地
を
旅
す
る
「
か
ぞ
く
い

ろ
」
ロ
ケ
地
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
も
企

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
肥
薩
お
れ
ん

じ
鉄
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

 
w

.hs-orange.com

■
問
い
合
わ
せ

肥
薩
お
れ
ん
じ

鉄
道
営
業
部
☎︎

０
９
９
６
・
63
・

６
８
６
０

く
ま
も
と
若
者
×
し
ご
と
マ
ッ

チ
ン
グ
フ
ェ
ス
タin

県
南

　

熊
本
労
働
局
が
、
県
南
の
企
業

を
集
め
た
企
業
説
明
会
を
開
き
ま

す
。
参
加
企
業
は
、
求
人
応
募
前

の
職
場
見
学
や
体
験
を
受
け
付
け

て
い
る
と
こ
ろ
ば
か
り
。
開
場
に

は
、
説
明
会
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
が

常
駐
し
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

求
職
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
や

支
援
者
な
ど
も
参
加
で
き
ま
す
。

服
装
は
自
由
で
、
予
約
や
履
歴
書

の
持
参
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
時　

１
月
27
日
㈰　

13
時
〜

16
時
30
分
（
受
け
付
け
は
16
時
ま

で
）

■
場
所　

や
つ
し
ろ
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
多
目
的
ホ
ー
ル（
八
代
市
）

■
対
象
者　

お
お
む
ね
40
歳
未
満

の
求
職
者
と
そ
の
家
族
、
支
援
者

■
内
容　

参
加
企
業
に
よ
る
企
業

説
明
会
、
相
談
ブ
ー
ス

■
問
い
合
わ
せ　

く
ま
も
と
若
者

×
し
ご
と
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

事
務
局
（
学
校
法
人
松
本
学
園
キ

ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
）
☎︎
０
９ 

６
８
・
72
・
２
３
７
５

「
先
生
と
お
し
ゃ
べ
り
し
ま

せ
ん
か
？
」の
会

　

小
学
校
や
中
学
校
の
現
役
の
先

生
を
囲
ん
で
、
学
校
の
中
の
い
ろ

ん
な
疑
問
や
不
安
な
こ
と
に
つ
い

て
、
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
？

　

保
護
者
に
限
ら
ず
、
関
心
が

あ
る
人
は
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

子
ど
も
と
一
緒
の
参
加
も
歓
迎
し

ま
す
。

■
日
時　

１
月
26
日
㈯　

14
時
〜

16
時

■
場
所　

水
俣
エ
コ
ハ
ウ
ス

■
参
加
料　

無
料

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

子
ど
も

の
明
日
を
語
る
会
・
添
田
☎︎
０
９ 

０
・
５
９
３
０
・
６
７
０
０

水
中
運
動
教
室

「
ミ
ッ
ト
ア
ク
ア
」

　

水
が
持
つ
特
長
（
水
圧
、
抵
抗
、

浮
力
）
を
最
大
限
に
活
用
し
て
行

う
水
中
運
動
で
す
。
体
力
の
向
上

を
目
指
し
て
楽
し
く
運
動
し
ま
し

ょ
う
！

■
日
時　

１
月
22
日
㈫　

13
時
〜

14
時

■
場
所　

市
立
総
合
体
育
館
温
水

プ
ー
ル

■
定
員　

20
人

■
参
加
費　

１
回
５
０
０
円

※
定
期
券
、
回
数
券
を
持
っ
て
い

る
人
は
２
０
０
円
。

■
持
参
品　

タ
オ
ル
、
水
着
、
キ

ャ
ッ
プ

■
問
い
合
わ
せ　

市
立
総
合
体
育

館
☎︎
63
・
３
３
３
９

小
学
生
〜
大
人
ま
で

フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン

　

小
学
生
の
社
会
体
育
活
動
を
支

え
る
受
け
皿
の
一
つ
と
し
て
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン

を
開
き
ま
す
。

　

子
ど
も
だ
け
に
限
ら
ず
、
興
味

が
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。 

■
日
時
・
場
所

○
西
念
寺

　

▼
１
月
22
日
㈫　

18
時
〜
19
時

　

▼
２
月
５
日
㈫　

18
時
〜
19
時

○
総
合
体
育
館
南
部
館
「
サ
ン
ビ

レ
ッ
ジ
み
な
ま
た
」

　

▼
２
月
６
日
㈬　

19
時
〜
20
時

　

▼
２
月
13
日
㈬　

19
時
〜
20
時

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

ホ
ー
ク

ー
レ
ア
・
下
山
☎︎
０
９
０
・
５
３ 

８
３
・
３
６
７
７

【
有
料
広
告
】

※CO･OP共済の詳しい保障内容は、加入申込書付パンフレットをご覧ください。
※CO･OP共済に加入するには、生協くまもとの組合員になることが必要です。加入時に出資金として1000円をお預かり致しま
す。生活協同組合（生協）は、お店や宅配などでくらしに貢献しています。
契約引受団体／日本コープ共済生活協同組合連合会

お問い合わせは 共済コールセンター 0120-40-9393（月～金：９時～18時）

CO･OP共済の
子どもの保障は20歳まで！

ジュニア20コースはお子さまが成人する
まで長く安心がつづきます。

共済ニュース

Ｋ-73370-1812

ハタチ

【
有
料
広
告
】
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県
環
境
セ
ン
タ
ー
で

万
華
鏡
を
作
ろ
う
！

　

不
要
な
ガ
ラ
ス
び
ん
を
砕
い
た

カ
レ
ッ
ト
や
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の
芯
、
包
装
紙
な
ど
の
環
境
に
優

し
い
材
料
を
使
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
万
華
鏡
を
作
り
ま
す
。
見
え

方
を
何
度
も
確
認
し
な
が
ら
、
世

界
に
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
万

華
鏡
を
作
り
ま
し
ょ
う
♪

　

参
加
は
無
料
で
す
が
、
事
前
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

２
月
９
日
㈯　

10
時
〜

12
時

■
場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

■
定
員　

先
着
30
人
程
度

■
申
し
込
み
方
法　

住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

２
月
２
日
㈯

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

〒
８
６ 

７
ー
０
０
５
５
、
明
神
町
55
番
１

号
、
県
環
境
セ
ン
タ
ー
☎︎
62
・
２ 

０
０
０
／
FAX
　

62
・
１
２
１
２
／
メ 

ー
ル　

center@
kum

am
oto-e 

co.jp

（
開
館
９
時
〜
17
時
、
月
曜

休
館
）

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー「
気
に
な

る
子
ど
も
の
ス
マ
ホ・ゲ
ー
ム
」

　

子
育
て
の
悩
み
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。

小
学
生
ま
で
の
子
育
て
中
の
人
が

対
象
で
す
。

　

託
児
も
あ
り
ま
す
。

■
日
時　

１
月
27
日
㈰　

10
時
〜

11
時
30
分

■
場
所　

八
幡
神
社
参
集
殿

■
講
師　
（
一
社
）
倫
理
研
究
所
・

坂
元
エ
イ
子
さ
ん

■
参
加
料　

２
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ　

家
庭
倫
理
の
会

水
俣
市
・
上
田
☎︎
０
８
０
・
９
０ 

５
１
・
７
６
０
９

司
法
書
士
と
市
の

合
同
市
民
相
談

　

相
続
、
遺
言
、
売
買
、
成
年
後

見
、
債
務
整
理
な
ど
、
気
軽
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料

で
す
が
、事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

■
日
時　

１
月
24
日
㈭　

13
時
〜

15
時

■
場
所　

市
役
所
仮
庁
舎
１
階
市

民
相
談
室

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

市
民
課

☎︎
61
・
１
６
５
６

線
路
の
周
り
で
の
凧
揚
げ
な

ど
は
架
線
に
注
意
を

　

線
路
の
周
り
で
凧
揚
げ
や
ド
ロ

ー
ン
の
飛
行
な
ど
を
行
う
と
き
は
、

架
線
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

凧
な
ど
が
架
線
に
引
っ
か
か
る

こ
と
で
、
車
両
の
運
行
に
支
障
が

出
た
り
、
故
障
の
原
因
と
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て

は
、
損
害
賠
償
請
求
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

農
業
用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
資
材

に
つ
い
て
も
、
風
で
飛
ば
さ
れ
な

い
よ
う
し
っ
か
り
固
定
す
る
な
ど

の
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
飛
散
物
を
見
つ
け
た
ら

　

引
っ
か
か
っ
た
飛
散
物
を
見
つ

け
た
り
、
引
っ
か
け
て
し
ま
っ
た
場

合
は
、す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
在
来
線

　

☎
０
９
２
・
６
２
４
・
３
８
３
６

○
新
幹
線

　

☎
０
９
２
・
６
２
４
・
３
８
９
２

※
決
し
て
自
分
で
取
ろ
う
と
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。
重
大
な
事
故
に

つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｒ
九
州
☎︎
０ 

９
６
・
３
５
４
・
７
８
０
１

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
迎
え
る

２
０
１
９
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

今
年
は
、「
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１
９
」「
２
０
１
９

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
世
界
選
手
権

大
会
」
が
、
い
よ
い
よ
熊
本
県
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

国
内
外
か
ら
、
高
齢
者
や
障
が

い
の
あ
る
人
を
含
め
多
く
の
観
戦

客
・
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
す
べ

て
の
人
が
安
心
し
て
楽
し
め
る
よ

う
、「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
で
迎

え
ま
し
ょ
う
。

★
く
ま
も
と
や
さ
し
い
ま
ち
づ

く
り
パ
ネ
ル
展

　

国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
す
べ
て

の
人
が
楽
し
め
る
よ
う
、「
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

パ
ネ
ル
展
を
開
き
ま
す
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配

慮
し
た
家
庭
用
品
な
ど
の
展
示
も

あ
り
ま
す
。

■
場
所
・
期
間

○
く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　

１
月
21
日
㈪
ま
で
展
示
中

○
県
庁
新
館
１
階
ロ
ビ
ー

　

１
月
31
日
㈭
〜
２
月
６
日
㈬

■
観
覧
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ　

県
障
が
い
者
支

援
課
☎︎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
２
３ 

６

催  し

伝言板

相  談

♥

君
の
勇
気
が
命
を
救
う

「
は
た
ち
の
献
血
」

　

１
月
〜
２
月
は
「
は
た
ち
の
献

血
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
で
す
。
み

ん
な
で
、
献
血
の
輪
を
広
げ
ま
し

ょ
う
！

　

献
血
者
が
減
少
し
が
ち
な
冬
季

は
、
輸
血
用
血
液
が
不
足
し
や
す

い
季
節
で
す
。
特
に
若
い
人
た
ち

で
献
血
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
は
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

県
薬
務
衛
生
課

☎︎
０
９
６
・
３
３
３
・
２
２
４
２

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
症
・
食
中
毒
に
ご
注
意

　

例
年
、
12
月
〜
１
月
は
、
感
染

性
胃
腸
炎
の
発
生
の
ピ
ー
ク
で
す
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
る
感
染

症
や
食
中
毒
の
予
防
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

　

対
策
な
ど
に
つ
い
て
、
厚
生
労

働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

https://w
w

 
w

.m
hlw

.go.jp/bunya/ken 
kou/kekkaku-kansenshou 
19/norovirus/

■
予
防
方
法

○
調
理
を
行
う
前
、
食
事
の
前
、

　

ト
イ
レ
の
後
、
お
む
つ
な
ど
の

　

処
理
の
後
な
ど
は
、
手
洗
い
を

　

て
い
ね
い
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
食
品
の
加
熱
は
、
中
心
部
ま
で

　

し
っ
か
り
と
。
中
心
部
の
温
度

　

90
℃
で
90
秒
以
上
が
目
安
で
す
。

○
調
理
器
具
は
、
十
分
に
洗
浄
・

　

消
毒
し
ま
し
ょ
う
。
次
亜
塩
素

　

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
使
用
や
煮
沸

　

な
ど
の
加
熱
が
効
果
的
で
す
。

○
下
痢
や
お
う
吐
な
ど
の
症
状
が

　

あ
る
人
は
、
調
理
・
配
膳
に
関

　

わ
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
い
き
い
き
健

康
課
☎︎
62
・
３
０
２
８

国
税
に
関
す
る
相
談
は

お
近
く
の
税
務
署
へ

◆
確
定
申
告
に
関
す
る
相
談
は

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー「
０
」番
へ

　

熊
本
国
税
局
で
は
、
確
定
申

告
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
所
得

税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申

告
に
関
す
る
電
話
相
談
に
対
応
す

る
「
確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ

ー
」
を
開
設
し
ま
す
。

確
定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
５
・
32
・
３
１
４
１

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い「
０
」番

を
選
択

　

問
い
合
わ
せ
の
内
容
に
よ
り
、

専
用
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
職
員
が
対

応
し
ま
す
。

■
開
設
期
間　

１
月
16
日
㈬
〜
３

月
15
日
㈮

◆
そ
の
他
の
国
税
の
相
談
は「
熊

本
国
税
局
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」へ

　

確
定
申
告
以
外
の
国
税
に
関
す

る
相
談
は
「
熊
本
国
税
局
電
話
相

談
セ
ン
タ
ー
」
で
、
職
員
が
受
け

付
け
ま
す
。

熊
本
国
税
局
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
５
・
32
・
３
１
４
１

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い「
１
」番

を
選
択

◆
税
務
署
で
の
相
談
は
予
約

を
し
て
く
だ
さ
い

　

国
税
に
つ
い
て
面
談
で
の
相
談

を
希
望
す
る
場
合
や
、
電
話
な

ど
で
の
回
答
が
困
難
な
場
合
に
は
、

事
前
に
相
談
日
時
の
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。
予
約
の
際
に
、
氏
名
、

住
所
、
相
談
内
容
な
ど
を
確
認
し

ま
す
。

※
税
の
納
付
相
談
や
、
確
定
申
告

期
の
申
告
書
作
成
会
場
へ
の
来
場

は
、
事
前
の
予
約
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ　

八
代
税
務
署
☎︎

０
９
６
５
・
32
・
３
１
４
１

広
報
み
な
ま
た
２
月
15
日
号

原
稿
締
切
日
は
２
月
１
日
㈮

　

お
知
ら
せ
記
事
の
掲
載
依
頼
は
、

市
役
所
仮
設
庁
舎
２
階
総
務
課
広

報
の
受
付
簿
に
記
入
し
、
原
稿
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

遠
方
に
住
ん
で
い
る
な
ど
、
受

け
付
け
が
困
難
な
場
合
に
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
原
稿
締
切
日
を

過
ぎ
る
と
掲
載
の
お
約
束
が
で
き

ま
せ
ん
。

▼
原
稿
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
が
あ
る

　

場
合
は
、
メ
ー
ル
で
送
る
か
、

　

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
や
紙
面
の
都
合
で
、
掲
載

　

で
き
な
い
場
合
や
、
記
事
を
割

　

愛
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
総
務
課
（
広

報
担
当
）
☎︎
61
・
１
６
５
５
／

FAX 

62
・
０
６
１
１
／
メ
ー
ルkou 

houm
inam

ata1@
gm

ail.com

／

kouhoum
inam

ata2@
gm

ail.com

広報みなまた
有料広告募集中！

■申込・問い合わせ　総務課情報政策室
　　　　　　　　  　 ☎６１−１６５５

申し込み状況により、お待たせする場合があります。申し込
みはお早めに！
詳しくは、水俣市ホームページの広報みなまたのページにある
「広報みなまた広告掲載要綱および申込書」をご覧ください。

◆掲載料
　市内の個人・事業所
　１枠／10,000 円
　（市外は 30,000 円）
◆申込締切日
　掲載を希望する号の
　発行日の１カ月前 【

有
料
広
告
】

広報みなまた2019.1 月合併号広報みなまた2019.1 月合併号 3233
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１_ ポスター発表　２・５_ 水俣高校機械科の生
徒による口頭発表とポスター発表。この研究は、
昨年 11月に熊本県工業高校生研究発表会で最
優秀賞に選ばれました　3_ 口頭発表　４_ 水俣
市内の企業も中高生へ自社の技術を紹介

　

12
月
16
日
に
市
公
民
館
で
、サ
イ

エ
ン
ス
キ
ャ
ッ
ス
ル
２
０
１
８
九
州

大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
同
実
行
委
員
会

が
、
研
究
・
開
発
に
挑
戦
す
る
中

高
生
の
た
め
の
学
会
と
し
て
、
全
国

４
会
場
で
開
い
て
い
ま
す
。
九
州

大
会
で
は
、「
人
と
科
学
技
術
と
環

境
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
、
県
内
外

の
中
高
生
約
３
２
０
人
が
、
日
頃

の
研
究
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
口
頭
発
表
や
ポ
ス
タ

ー
発
表
の
他
、
審
査
員
に
よ
る
特

別
講
演
や
水
俣
高
校
機
械
科
の
生

徒
に
よ
る
「
低
炭
素
社
会
構
築
の

た
め
の
Ｅ
Ｖ
ス
ク
ー
タ
ー
製
作
」
の

特
別
発
表
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

未来の科学者が水俣に集結！　サイエンスキャッスル2018九州大会

フォトリポート

日本の文化や最先端の科学技術に触れる
さくらサイエンスプラン水俣研修

　

12
月
11
日
か
ら
８
日
間
、
環
境

問
題
の
取
り
組
み
や
水
俣
の
今
を

学
び
、
地
域
住
民
と
交
流
を
行
う

「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
水
俣

研
修
」
が
水
俣
環
境
ア
カ
デ
ミ
ア

で
行
わ
れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
タ
イ
、

台
湾
の
大
学
院
生
ら
13
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
水
俣
病

資
料
館
や
国
水
研
の
他
、Ｊ
Ｎ
Ｃ

水
俣
工
場
、
水
俣
エ
コ
タ
ウ
ン
、
愛

林
館
な
ど
を
訪
問
。
ま
た
、ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
紙
漉
き
体
験
な
ど
で
日

本
の
文
化
に
も
触
れ
ま
し
た
。
今

回
は
、
水
俣
第
一
小
学
校
も
訪
問
し
、

生
徒
た
ち
と
英
語
で
の
文
化
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

１_ 国水研で頭髪の水銀濃
度を測定　２_「はぐれ雲
工房」での紙すき体験　３
_ 小学生とお手玉などの昔
遊びを体験　４_ 地域の人
とのごみ分別　５_ ホーム
ステイ先や地域の人たちと
ランチミーティング　６_ 水
俣病資料館で水俣病を学ぶ

234

5

１

１

2

34

56

入居者の誕生日。お祝いをして、
みんなでケーキを食べます。話
をしたり、歌を歌ったり、思い
思いに楽しみます。毎日の食事
も一緒に食べ、みんなが家族の
ような存在です。

な
みなまた

事業所ファイル事業所ファイル
元元

第６巻

編 

集 

後 

記

▼
年
が
明
け
て
す
ぐ
、
玄
関
先

の
多
肉
植
物
に
、
一
輪
だ
け
花

が
咲
き
ま
し
た
。
調
べ
て
み
る

と
、
本
来
は
春
に
咲
く
も
の
な

の
だ
と
か
。
い
い
こ
と
の
前
触

れ
で
し
ょ
う
か
。
▼
幾
日
か
し

て
、
少
し
遅
い
初
詣
を
し
ま
し

た
。
賽
銭
を
投
げ
入
れ
て
一
年

の
息
災
を
願
い
、
お
み
く
じ
を

引
く
。
な
ん
と
大
吉
！ 

こ
り
ゃ

今
年
は
い
い
年
に
決
定
だ
♪ 

と

は
し
ゃ
い
で
い
た
ら
、
お
腹
を

壊
し
ま
し
た
。
ど
う
も
大
吉
を

引
く
た
め
に「
い
い
こ
と
」を
消

費
し
ち
ゃ
っ
た
み
た
い
で
す
。
福

　グループホームゆうゆう（施設長・渕上礼子）
は、「家庭的雰囲気の中で、ゆったりと楽しく、
いきいきと」の理念のもと、平成 15 年に設
立したグループホームです。医療法人すえひ
ろ会に所属しており、同法人内には、渕上病
院や渕上クリニック、グループホームこうらく
などもあります。入居者の体調が急変したと
きなどは、各施設と連携をとり、入居者の体
調管理に努めています。
　グループホームとは、認知症高齢者が、小
規模で親しみのある生活環境の中で、専門
のスタッフに見守られながら、共同生活を送
っていく場です。つまり、家庭に一番近い環
境で介護をする場。同施設でも、介護職員
などが、入居者やその家族の思いに寄り添
い、安全で楽しみのある生活ができるよう支
援しています。
　グループホームは、地域密着型サービスに
位置付けられており、同施設では、２カ月に
１度、地域の自治会長・民生委員・市・入
居者の家族代表などで会議を行い、常に情
報を共有している他、地区の十五夜への参
加や保育園児・他施設との交流会などを開
き、地域住民とのつながりを大切にしていま
す。また、「サポートセンター」として、地域
の高齢者の相談などを受け付ける相談窓口
の役割も果たしています。
　現在、同施設には18人が入居。普段は、
職員と一緒に食事の準備や洗濯、畑作業な
どに取り組んでいます。入居者一人ひとりが
無理のない範囲で自分ができることをする。
まさに、家庭の延長線のような場所。これか
らも入居者一人ひとりに合わせた活動、楽し
みを取り入れ、生き生きとした暮らしの提供
をしていきます。

▼
取
材
や
今
号
の
編
集
を
し
て

い
る
う
ち
に
、
も
う
１
月
も
半

ば
に
。
今
年
も
広
報
み
な
ま
た

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
新
た
な
発
見
・
出
会
い

を
大
切
に
、
よ
り
良
い
広
報
紙

づ
く
り
に
励
ん
で
い
き
ま
す
▼

編
集
で
慌
た
だ
し
か
っ
た
年
末

年
始
。袋
中
ゴ
ー
ル
デ
ン
サ
ウ
ン

ズ
の
ラ
イ
ブ
を
取
材
し
ま
し
た
。

見
る
機
会
は
２
回
目
で
す
が
、

奏
者
の
息
の
そ
ろ
っ
た
演
奏
に

圧
倒
。
あ
ま
り
の
カ
ッ
コ
良
さ

に
、
こ
の
時
間
だ
け
は
、
仕
事

の
疲
れ
も
忘
れ
て
い
ま
し
た
藤

所在地　水俣市塩浜町２−１９
設　立　平成 15年６月
従業員数　18人
事業内容　認知症対応型共同生活介護

医療法人すえひろ会
グループホームゆうゆう
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井
い で ぐ ち

手口　孝
たかはる

治

江
えぐ ち

口　ヨシエ

榎
えのき

　　知
ち づ こ

津子

緒
おがた

方　正
まさのり

則

音
おとやま

山　ツカサ

勝
かつめ

目　健
たけし

坂
さかもと

本　サチ子

坂
さかもと

本　ナツモ

佐
さとう

藤　衞
まもる

塩
しおさき

﨑　梅
うめ こ

子

嶋
しま だ

田　覺
さとる

下
しも だ

田　笑
え つ こ

津子

田
たなか

中　綾
あやこ

子

中
なかぞの

園　重
しげよし

義

橋
はしもと

本　典
のりお

生

淵
ふちざき

﨑　和
わいち

一

松
まつもと

本　隆
たかし

松
まつやま

山　利
り え こ

惠子

宮
みやもり

森　勝
かつき

喜

本
もとむら

村　シモ

森
もり

　　千
ち よ こ

代子

伊
い と う

藤　陽
ようへい

平　　（江南町）

岩
いわさき

嵜　美
み れ い

澪　　（八ノ窪）

大
お お や

矢　空
そら

　　　（天神町）

北
きたむら

村　和
わ く

空　　（　袋　）

倉
く ら い

井　陽
は る か

叶　　（南福寺）

古
こ が

閑　裕
ひ ろ む

夢　　（初　野）

坂
さ か い

井　柚
ゆ め の

愛乃　 （築　地）

　榮
さかえ

　陽
ひ な の

菜望　  （八幡町）

坂
さかもと

本　将
しょうせい

星 　　（丸島町）

坂
さかもと

本　百
も も か

花　　（大園町）

水
み ず の

野　亜
あ き

紀　　（古賀町）

宮
みやざき

﨑　結
ゆい

　 　　（月　浦）

89 歳　塩浜町

95歳　深川

85歳　南福寺

72歳　白浜町

94歳　桜井町

79歳　湯出

92歳　浦上町

93歳　塩浜町

71歳　丸島町

89歳　浜町

94歳　江添

81歳　月浦

87歳　八ノ窪

87歳　牧ノ内

78歳　月浦

89歳　市渡瀬

90歳　古城

75歳　牧ノ内

99歳　古城

102歳　大迫

89歳　袋

◆
児
童
養
護
施
設 

光
明
童
園
へ

中
西
美
紀（
洗
切
町
）、栄
千
年（
八

ノ
窪
）、川
野
学（
古
賀
町
）、森
山
千

惠
子（
丸
島
町
）、時
安
浩
久（
福
岡

県
）、小
倉
江
美
子（
三
重
県
）、門
司

一
徹（
東
京
都
）、浦
上
町
の
は
な
さ
か

じ
い
さ
ん
、水
俣
市
地
域
婦
人
会
連

絡
協
議
会
、水
俣
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
・
Ｃ
Ｉ
Ｒ
、

美
・
ウ
ィ
ン
グ
、Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｐ
み
む
ら
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

長
寿
村
、九
州
労
働
金
庫
水
俣
支
店
、

明
治
安
田
生
命
、ほ
っ
と
も
っ
と
水
俣

店
、い
け
だ
心
善
社
、モ
ナ
コ
パ
レ
ス

水
俣
店
、鶴
屋
百
貨
店
、株
式
会
社
質

乃
蔵
、熊
本
善
意
銀
行
、富
士
ゼ
ロ
ッ

ク
ス
熊
本
端
数
倶
楽
部
、熊
本
県
遊

技
業
協
同
組
合
、、株
式
会
社
フ
ジ
バ

ン
ビ
、ち
い
さ
な
ち
い
さ
な
パ
ン
屋
さ

善
意
の
こ
こ
ろ
　
敬
称
略

ご冥福をお祈りします
（12月受付分・敬称略）

ん
、球
磨
郡
の
応
援
団
、中
央
ゴ
ル
フ

株
式
会
社
、全
国
シ
ャ
ン
メ
リ
ー
協
同

組
合
、日
本
鏡
餅
組
合

◆
児
童
養
護
施
設 

湯
出
光
明
童
園
へ

田
中
政
勝（
湯
出
）、川
野
学（
古
賀

町
）、吉
野
み
ど
り（
薄
原
）、田
畑
恵
子

（
熊
本
市
）、小
川
啓
造（
あ
さ
ぎ
り

町
）、富
永
郁
子（
長
崎
県
）、千
足
三

津
子（
神
奈
川
県
）、門
司
一
徹（
東
京

都
）、小
澤
あ
ゆ
み（
東
京
都
）、水
俣

市
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会
、ほ
っ

と
も
っ
と
水
俣
店
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
長
寿
村
、熊
本
県
自
動
車
整

備
工
業
協
同
組
合
青
年
部
、扇
ス
ポ

ー
ツ
、前
川
家
具
店
、九
州
労
働
金
庫

水
俣
支
店
、片
岡
鮮
魚
店
、興
南
電

気
、宮
本
ガ
ス
、熊
本
県
遊
技
業
協
同

組
合
、コ
ア
21
水
俣
店
、株
式
会
社
田

中
設
備
、美
・
ウ
ィ
ン
グ
、む
つ
ご
ろ
う

会
及
び
15
区
の
皆
様
他
、ゆ
う
ち
ょ

ちゃん

今
月の天使

た
ち

ちゃん

ちゃん

銀
行
、鶴
屋
百
貨
店
、熊
本
心
善
銀
行
、

株
式
会
社
質
乃
蔵
、Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
フ
ィ
ラ

ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
事
務
局
、中
央
ゴ
ル

フ
株
式
会
社
、全
国
シ
ャ
ン
メ
リ
ー
協

同
組
合
、日
本
鏡
餅
協
会
、株
式
会
社

フ
ジ
バ
ン
ビ

◆
介
護
老
人
保
健
施
設 

や
す
ら
ぎ
苑

へ前
川
喜
一（
深
川
）

◆
介
護
老
人
保
健
施
設 

白
梅
の
里
へ

木
倉
ア
ヤ
子（
桜
ケ
丘
）、つ
な
サ
ン
ド

◆
水
俣
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

西
山
義
春（
深
川
）、榎
裕
子（
南
福

寺
）、山
内
志
津
子（
桜
ケ
丘
）、永
柄

盛
光（
津
奈
木
町
）、生
活
協
同
組
合

く
ま
も
と
家
庭
会

◆
水
俣
市
ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー

タ
ー
基
金
へ

12
月
受
付
分（
受
付
順
）

ス
ナ
ッ
ク
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
、㈲
開
田
建

設
、山
室
達
矢
、ダ
イ
ニ
ン
グ
バ
ー
Ｋ

Ｅ
ｉ
２
、ア
ス
ク
シ
ス
テ
ム
、㈱
福
田

農
場
、読
売
セ
ン
タ
ー
水
俣
、㈱
熊
本

銀
行
水
俣
支
店
、坂
田
建
設
㈱
、Ｔ
Ｓ

Ｓ
住
器
㈱
、倉
本
宗
也
、反
村
よ
し
お

※
引
き
続
き
寄
附
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
☎︎
63
・
９
３
１
１

お誕生
おめでとう♪
12 月受付分

くん

ちゃん

ちゃん

くん

くん

くん

ちゃん

くん

ちゃん

27

８

10

11 12

18

●６カ月児健診
　【H30.６月生】
 （①12:45～、②13:15～

保健センター）

◆広報みなまた
　２月15日号発行日

■八代年金事務所出張相談
　（9:30～15:30 もやい館）
　※要予約☎0965-35-6123

■行政相談
 （9:00～12：00
　　　  もやい館２階）
■万華鏡を作ろう！
 （10:00～
　　 県環境センター）
■Bリーグ公式戦
　熊本ヴォルターズ vs
　   福島ファイヤーボンズ
 　（17:00～
　　 市立総合体育館）

■手工芸で脳トレ教室
（13:30～ 市ふれあいセンター）

■まちの保健室
　（13:00～ 
　　　エムズシティ１階）
■花いちもんめ
お正月チャリティコンサート
　（18:30～ もやい館）
◆企画展「ストックホル
　ムからジュネーブへ」
　（水俣病資料館）【～5/6】

■水中運動教室「ミットアクア」
　（13:00～
　 　 市立総合体育館）

●母子手帳交付・ 
　育児相談
 （8:30～13:00
　　  保健センター）

●母子手帳交付・ 
　育児相談
 （8:30～13:00
　　  保健センター）

13 14 15

◆広報みなまた
　２月１日号発行日

■学校給食フォーラム
　（14:30～ 公民館）
●１歳６カ月児健診
　【H29.７カ月生】
 （①12:45～、②13:15～

保健センター）
◆やさしい糖尿病教室①
（13:30～ 医療センター）

【②２/８、③２/15】●母子手帳交付・ 
　育児相談
 （8:30～13:00
　　  保健センター）

■水俣新鮮市
　（９:00～ 
　　　　道の駅みなまた）
■市民公開講座「幼児を
元気にするスピード朝ごはん」
　（10:00～ 
　　　水俣環境アカデミア）
■「先生とおしゃべり
　しませんか」の会
　（14:00～ 水俣エコハウス）

■アロマワックスサシェ
　づくり教室
（13:30～ 市ふれあいセンター）

火月日 水 木 金 土

３

※土・日曜日と祝日、月～金曜日の17時15分以降の市役所への連絡・通報は ☎61-1646・☎63-1111まで
　困り事・お悩みは市民相談室へ ☎61-1643（原則、火・木・金曜日の９時～15時）
　日曜（休日）当番医・休日当番薬局は変更になることがあります。受診前に電話でご確認ください。
　カレンダーに掲載したイベントなどの日時や場所は、変更になることがあります。

５

防災無線の内容が
分からなかったら

　　防災無線
テレホンサービス
  ☎62-6222　

30

21

２

【
有
料
広
告
】

６４

■しし鍋マラソン
　（９:00～ 愛林館周辺）
■フォークダンス講習会
　（10:00～
　　 市立総合体育館）
■Bリーグ公式戦
　熊本ヴォルターズ vs
　   福島ファイヤーボンズ
 　（14:00～
　    市立総合体育館）
■早春の朗読発表会
　（14:00～ もやい館）
♥日曜当番医／渕上クリ
　ニック☎63-6552
♥日曜当番薬局／あかね
　薬局☎68-2356／な
　のはな薬局☎63-5627

26

20

22

19

28

23 2524

７

■こころの健康相談
　（14:00～ 水俣保健所）
　※要予約☎63-4104
◆「星空風景写真」展
（県環境センター）【～2/24】

■リ・グラスアートを作ろう！
　（10:00～ 
　　　県環境センター）
■子育てセミナー
　（10:00～ 八幡宮参集殿）
■和太鼓フェスティバル
　（13:30～ 市文化会館）
■水俣エコハウス
　環境セミナー
　（13:30～ 水俣エコハウス）
♥日曜当番医／水俣協
　立病院63-1704
♥日曜当番薬局／平和薬
　局センター店☎62-0230
　／さくら薬局☎63-7100

♥日曜当番医／たなか耳
　鼻科・眼科クリニック
　☎62-8777
♥日曜当番薬局／ファコース
　薬局おれんじ☎63-9388
　／みなまた駅前薬局
　☎68-2155

９

暮らしの
　　カレ

ンダー暮らしの
　　カレ

ンダー暮らしの
　　カレ

ンダー暮らしの
　　カレ

ンダー　

１月16日～２月15日１月16日～２月15日

17

31

■八代年金事務所出張相談
　（9:30～15:30 もやい館）
　※要予約☎0965-35-6123
■司法書士と市の
　合同市民相談
（13:00～ 市民相談室）
●３歳６カ月児健診
　【H27.６月生】
 （①12:45～、②13:15～

保健センター）

■行政相談
 （9:00～12：00
　　　   市民相談室）
●６カ月児健診
　【H30.６月生】
 （①12:45～、②13:15～

保健センター）

■こころの健康相談
　（14:00～ 水俣保健所）
　※要予約☎63-4104

１/16

29

■にちようカレッジ①
 （13:00～ 水俣商工会議所）
【②1/27、③2/3、④2/10】
♥日曜当番医／水俣協
　立病院63-1704
♥日曜当番薬局／日本調
　剤水俣薬局☎68-2193
　／さくら薬局☎63-7100

２/１

♥休日当番医／大石皮ふ
　科クリニック☎68-9636
♥休日当番薬局／日本調
　剤水俣薬局☎68-2193
　／やまだ薬局☎68-9436

●４カ月児健診
　【H30.９月生】
 （①12:45～、②13:15～

保健センター）

■税務相談
 　（13：00～ 市民相談室）

建国記念の日

●母子手帳交付・ 
　育児相談
 （8:30～13:00
　　  保健センター）

■市民公開講座「スポーツ
　クラブのマネジメント」
　（10:00～ 
　　　水俣環境アカデミア）

■「発達障がいとは？」
　保護者向け講座
　（13:00～ 市公民館）

3637 広報みなまた2019.1 月合併号広報みなまた2019.1 月合併号



※
防
災
行
政
無
線
の
内
容
が
聞
き
取
れ
な
い
と
き
は
☎
62
・
６
２
２
２
へ
。
17
時
15
分
以
降
と
土
日
祝
日
の
市
役
所
へ
の
連
絡
・
通
報
は
☎
63
・
１
１
１
１
へ
。

広
報
み
な
ま
た
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平
成
31年
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 １
月
合
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集
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発
行
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第６回科学の甲子園ジュニア全国大会鹿児島県代表

松本 叡人 さん（古城）

　
松
本
さ
ん
は
、鹿
児
島
市
の
ラ
・
サ
ー
ル
中

学
校
の
２
年
生
。自
宅
か
ら
通
学
し
な
が
ら
、

部
活
に
勉
強
に
と
、毎
日
を
忙
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。学
校
で
は
、硬
式
テ
ニ
ス
部
に
所

属
し
な
が
ら
、科
学
部
の
部
長
を
兼
務
。勉
学

以
外
の
活
動
で
も
、生
徒
が
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
を
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
校
の
姿

勢
が
、そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　
あ
る
と
き
校
内
で
、「
科
学
の
甲
子
園
ジ
ュ

ニ
ア
」へ
の
参
加
の
募
集
を
目
に
し
た
松
本
さ

ん
。す
ぐ
に
、松
本
さ
ん
を
中
心
に
仲
の
良
い

友
人
が
集
ま
り
、チ
ー
ム
を
組
ん
で
挑
戦
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。全
国
大
会
に
進
め

る
の
は
、県
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
１
チ
ー
ム

だ
け
。昨
年
の
出
場
チ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す

る
手
強
い
ラ
イ
バ
ル
た
ち
を
退
け
て
、見
事
、

鹿
児
島
県
代
表
の
座
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
12
月
７
日
〜
９
日
の
３
日
間
、茨
城
県
つ

く
ば
市
で
行
わ
れ
た
全
国
大
会
は
、１
チ
ー

ム
６
人
が
協
力
し
て
、筆
記
と
２
種
類
の
実

技
で
競
わ
れ
ま
す
。実
技
の
課
題
は「
与
え
ら

れ
た
器
具
で
実
験
を
行
い
、正
確
な
結
果
を

導
く
こ
と
」、「
与
え
ら
れ
た
材
料
と
ル
ー
ル

の
中
で
、球
体
が
よ
り
長
く
転
が
り
続
け
る

走
路
を
組
み
立
て
る
こ
と
」 の
２
つ
。力
を
合

わ
せ
て
挑
ん
だ
結
果
、見
事
、優
良
賞
に
入
賞

し
ま
し
た
。「
時
間
が
足
り
ず
難
し
か
っ
た
け

ど
、仲
間
と
協
力
し
て
楽
し
め
た
」と
話
す
松

本
さ
ん
。そ
の
顔
に
は
、仲
間
と
一
つ
の
こ
と

に
取
り
組
ん
だ
達
成
感
が
に
じ
ん
で
い
る
よ

う
で
し
た
。

　
将
来
の
目
標
は
ま
だ
決
め
て
い
な
い
と
い

う
松
本
さ
ん
。行
く
道
は
、目
の
前
に
無
限
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。こ
の
経
験
を
糧
に
、き
っ

と
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

Vol.24

「
が
ま
だ
す
水
俣
人
辞
典
」は
、
水
俣
で
頑
張
る
人
を
紹
介
し
て
市
民
み
ん
な
で
応
援
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

仲間と挑んだ、知識と技術の甲子園

　国立研究開発法人科学技術振興機構（ＪＳ
Ｔ）が主催する「科学の甲子園ジュニア」。全都
道府県から代表として選ばれた中学生のチーム
が、設定された課題に協力して挑み、理科・数学
など広い分野の知識と技術を競う大会です。
　ラ・サール中学校に通う松本叡人くんは、仲
間５人とチームを組んで、鹿児島県代表として
全国大会に出場。知識とチームワークを武器に、
全国のライバルとしのぎを削りました。

「本当は、数学が一番得意」なのだそう。多才な少年の未来が楽しみです。

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

人人水俣ひと辞典がまだす

え　い　と

【ひとくちメモ】１月は全国学校給食週
間。この週間は、初めて給食が提供さ
れたときの献立や、戦後最初に給食が
始まった地域のご当地メニューや特産
品を使った献立を入れています。

★作り方
①厚めに皮をむいて、水に浸けておい
たさつまいもの水気をしっかりとる。
②さつまいもを 170℃に熱した油で約
4分程度素揚げして冷ます。
③フライパンにグラニュー糖、水を入
れ中火にかけ、グラニュー糖が色つく
まで待つ。
④③の全体がキツネ色になってきたら
軽くゆすり、一旦火から離し、バター
を加え溶かす。
⑤④を弱火にかけ、軽く煮詰める。
⑥⑤に揚げたさつまいもを入れ、しっ
かりからめたら出来上がり！

おう
ちで

簡単
給食レシピ

今月の献立
「芋キャラメル」
★材料（５人分）
さつまいも（一口大乱切り）
グラニュー糖
水
無塩バター

  300g
    50g
  大さじ２杯
    25g
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